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第１章  総   則 

 

１ 目  的 

  この基準は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「機械設備工事共通仕様書」（以下

「共仕」という。）の第１編 1.2.2「施工計画書」，1.4.3「機材の搬入」及び1.5.3「一

工程の施工の確認及び報告」等に基づき，契約図書に定められた条件に適合するか否か

の確認方法を示している。この基準に基づき統一的に施工管理することにより適正な施

工品質の確保を図ることを目的とする。 

 

２ 適用範囲 

 この基準は，京都市上下水道局が施行する建築機械設備工事に適用する。ただし，工

事の種類，規模，施工条件等より，この基準によりがたいときは，監督員の承諾する他

の方法によることができる。 

 

３ 管理の実施及び方法 

（１）施工管理 

   「共仕」の第１編1.3.1に規定する施工管理は，第２章管理表に基づいて適切に実施

する。 

（２）施工計画書等 

   「共仕」の第１編1.2.1，1.2.2及び1.2.3に規定する実施工程表，施工計画書，施工

図等は，第２章管理表に基づいて作成し，監督員の指示した時期に提出し，承諾を受

けるものとする。ただし，施工計画書については，品質計画（工法等の精度等の目標，

品質管理及び体制）のみ承諾を受けるものとする。 

（３）機材搬入の報告 

   「共仕」の第１編1.4.3に規定する機材搬入の報告は，第２章管理表に基づいて作成

し，機材の搬入ごとに監督員に報告する。 

（４）施工の確認及び報告 

   「共仕」の第１編1.5.3に規定する一工程の施工の確認及び報告は，第２章管理表の

「管理内容」欄に示す工程が終了した時点で，「管理方法」欄に示す方法により施工

の確認を行い，その結果を「提出資料」欄に示す文書により監督員に報告する。 
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（５）監督員の立会い及び工事記録の整備 

   工事請負契約書第14条「監督員の立会い及び工事記録の整備等」に規定する記録は，

第２章管理表に基づいて作成する。 

なお，第２章管理表の「提出資料」欄は，必要と思われる工事記録の標準例を示し

ているので，当該工事において必要な提出資料については，あらかじめ，監督員と協

議して定めることとする。 

（６）工事写真 

   「共仕」の第１編1.2.4「工事記録」に規定する工事写真は，第２章管理表に基づい

て作成し，使用機材の品質，施工状況，出来高が明確に確認でき，又は判定できるも

のとする。 

なお，工事写真の撮り方については，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写

真の撮り方建築設備編」を参考とする。 

 

４ 本書の使用に当たって 

（１）凡  例 

   承：監督員の承諾を受けることが「共仕」に示されているもの 

   検：監督員の検査を受けることが「共仕」に示されているもの 

   立：監督員の立会いを受けることが「共仕」に示されているもの 

   共：施工精度の許容値が「共仕」に示されているもので，この値は遵守しなければ 

ならないことを指し示す。 

   □：チェックマーク。レ点を記入するための枠を示す。 

  （写）：原本の写しを提出資料とするものを示す。 

（２）単  位 

   特記のない数字の単位はミリメートルとする。 

（３）管理目標値 

   図面や，仕様書に規定された数値は施工図，施工計画書として他工種との取合いや

納まりを考慮した数値に書き改められ，この数値を目標に施工がされる。目標とした

数値と施工結果には当然多少の差が生じるが，この差がある限度以上になると発注者

の要求する品質や，次工程に支障をきたす要因としての管理限度を超える。この管理

限度を具体的数値で示したものが許容値である。品質管理の手法においては，この許



（  ） 3

容値を超えないように管理を実施しなければならない。 

   このために目標値を定めて管理を実施するが，この目標値を管理目標値という。目

標値はでき上がりの品質が許容差の中に入るように設定されるものであるから，施工

品質の平均とばらつき（偏差）の状態や，許容値の方向性（±側に許容されるか，＋

側又は－側のみにしか許容されないか）などを考慮して決めるべき性質のものである。 

   こうした考えから，このような意味合いの目標値を標準的に定めるのは難しいため，

第２章管理表の管理目標値は，「共仕」に規定された許容値のみを示している。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章 管理表 
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 -

 １ 一般共通事項 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
管  理  方  法 管 理 目 標 値 

資     料 
内 容 枚 数 

工事請負契 
約書等 

契約に基づく契約関係書類の

提出時期 
第１編 
1.1.5 

写しを現場常備とし，内容を確認

し，契約時，施工中及び完成時の提

出書類を監督員の指示する様式集

等により確認 

 □工程表 
□現場代理人等通知書 
□その他 

□請負代金内訳書 

  

設計図書 現場説明に対する質問回答書 
現場説明書 
謄本図面(特記仕様書，図面) 
共通仕様書 
疑義に対する協議等 

第１編 
1.1.1 
1.1.6 
1.1.8 

現場に常備し，工事区分を確認 
食い違い，不明部分は監督員と協

議し，結論を得ておく。 

 □工事区分一覧表 
（関連工事取合い部等の

工事区分） 
 

  

火災保険 保険の種類，加入期間   － 種別，期間，金額の確認  □保険証書(写)   

契約図書 

建設業退職 
金共済組合 

該当者の有無確認 
下請負人等への確認 

  － 購入枚数使用の確認 
不要の場合，不提出理由書を提出 

 □掛金収納書(写)又は不 
 提出理由書 

  

官公署その 
他への届出 
手続等 

提出書類 書式，提出先，提出時期，検査

時期 
第１編 
1.1.3 
1.1.5 

関連する法令等に従い，遅滞なく

手続を行う。 
 □提出書類(写) 

□許可書等の原本又は写 
 し 

  

工事実績情 
報の登録 

登録の手続 
 

特記確認（登録の有無） 
受注時:契約締結後１０日以内 
変更時:変更契約締結後 
                 １０日以内 
完了時:工事完成後１０日以内 

第１編 
1.1.4 

定められた期間内に，工事実績情

報の登録手続を行う。 
登録内容についてあらかじめ報

告し，登録されることを証明する資

料を監督員に提出 

 □受領書(写) (受 注 時) 
□  〃     (変 更 時) 
□  〃      (完 了 時) 

  

工事の一時

中止に係る

事項 

 状況調査，報告 第１編 
1.1.9 

現場の状況を直ちに監督員へ報告  □状況調査報告書 現場状況 適 宜 

工期の変更

に係る資料

の提出 

 関係資料の提出時期 第１編 
1.1.10 

工期変更に必要な書類を監督員に

提出 
 □変更工程表 

□変更理由書 
□工期算出根拠 

変更理由の 
状況写真 

適 宜 

特許権等  協議 第１編 
1.1.11 

出願する場合，あらかじめ発注者

と協議 
    

文化財その 
他の埋蔵物 

 状況調査，報告 第１編 
1.1.12 

状況を直ちに監督員へ報告し，指

示を受ける。 
 □状況調査報告書 現場状況 適 宜 

引渡しを要 
するもの 

特記確認 
（種別，数量，整理方法，集積 
 場所） 

指示された集積場所に整理し，調

書を監督員に提出 
 □撤去品調書 

□再生資源利用｢促進｣計画書（実施書） 
集積状況 適 宜 

一般事項 

発生材の処 
理等 

再生資源の 
利用を図る 
もの 

特記確認 
（種別，数量，搬出場所，処理 
 方法） 

第１編 
1.1.13 
1.1.15 

所定の再資源化施設に搬入し，調

書を監督員に提出 
 □発生材調書 

□処理報告書 
(□マニフェスト票(写)) 
□再生資源利用｢促進｣計画書（実施書） 

搬出状況 
搬出施設 

適 宜 
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 １ 一般共通事項 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
管  理  方  法 管 理 目 標 値 

資     料 
内 容 枚 数 

一般事項 発生材の処 
理等 

その他のも 
の 

処理方法，搬出場所 
発生材の再利用，再生資源化及

び再生資源の積極的活用 

第１編 
1.1.13 
1.1.15 

関係法令等を確認の上，適切に処

理し監督員に報告 
 □処理報告書 

(□マニフェスト票(写)) 
□再生資源利用｢促進｣計画書（実施書） 

搬出状況 
搬出施設 

適 宜 

実施工程表 承  工事の着手に先立ち作成 
  関連工事との調整，天候，製作

期間等を考慮 
承  変更する必要が生じた場合，当

該部分の施工に先立ち，遅滞なく

変更 

 □実施工程表 実施工程表 

実施工程表 
の補足とし 
ての工程表 

主要イベント・各イベントの関

り調整 
特記確認 
（概成工期は，実施工程表に明

記） 

第１編 
1.1.7 
1.2.1 

監督員の指示があった場合，補足

として，週間又は月間工程表，工種

別工程表を作成し，監督員に提出 

 □週間工程表 
□月間工程表 
□工種別工程表 

  

総合施工計 
画書 

設計図書及び関係法令等との

整合 
工事概要，施工体系，工程，総

合仮設計画，施工上の問題点，主

要工事の施工方針，管理・自主検

査計画，安全衛生管理，環境保全

対策等 

工種別の施工計画書作成のより

所となるよう，工事の総合的な計画

について記載し，監督員に提出 

 □総合施工計画書   施工計画書 

工種別の施 
工計画書 

（詳細は各節参照） 

第１編 
1.1.15 
1.2.2 

各節を参照し作成，監督員に提出 
承 品質計画に係る部分 

 □工種別の施工計画書 
  （詳細は各節参照） 

  

施工図等  （詳細は各節参照） 第１編 
1.1.7 
1.2.3 

承（詳細は各節参照） 
  作成に際し，別契約の施工上密

接に関連する工事との収まり等

について十分検討 

 □施工図   

工事打合せ 
書 

指示，協議事項 監督員の指示事項，協議事項等を

記録 
 □打合せ議事録   

工事実施状 
況報告書 

進ちょく度 毎月又は毎週作成して実施工程

との比較，検討 
 □工事実施状況報告書   

試験，施工 試験，施工が適切であることの

証明 
（詳細は各節参照）    （詳細は各節参照）   

工事関係 
図書 

工事記録 

工事写真 施工が適切であることの証明

（「工事写真の撮り方建築設備

編」参照） 

第１編 
1.2.4 

（詳細は各節参照）   (詳細は各節参照) 
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 １ 一般共通事項 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
管  理  方  法 管 理 目 標 値 

資     料 
内 容 枚 数 

施工管理 施工管理体制 現場代理人，主任技術者又は監

理技術者及び専門技術者等によ

る管理体制の確立 

第１編 
1.1.5 
1.3.1 

建設業法に基づいた資格の確認 
施工体制報告書を作成し，監督員

に提出 
施工体系図の現場掲示 

 □現場組織表 
□資格証明書(写) 
□施工体制報告書 
□その他 

  

電気保安技 
術者 

 特記確認 第１編 
1.3.2 

電気主任技術者は資格が確認で

きる資料を監督員に提出 
承 電気主任技術者以外の場合 

 □資格証明書(写) 
□知識及び経験を証明す 
 る資料 

  

施工時間 施工日，時間の遵守 施工日，施工時間を適切に決定する。

実施工程表に反映させる。 
承 施工時間指定で変更をする場合 

 □変更理由書 
□休日・夜間作業通知 

  施工時間等 

その他 特記確認 
（施工条件） 

第１編 
1.3.3 

施工時間以外の施工条件を確認     

（詳細は各節参照） （詳細は各節参照） 
品質計画に基づき，指導，確認，

試験等を行う。 
検 必要に応じて受ける。 

品質管理  

試験又は検査の結果，疑義が生

じた場合 

第１編 
1.2.2 
1.3.4 
1.4.4 
1.4.5 
1.5.3 
 ～ 
1.5.5 

監督員と協議 

 （詳細は各節参照） 
□工種別の施工計画書 
□試験成績表 
□その他 

状況写真 適 宜 

安全衛生管 
理体制 

安全衛生組織，緊急時の連絡体

制，警備体制 
第１編 
1.3.5 

現場の状況に合わせた体制の確立  （現場に掲示） 
□緊急時連絡体制 
□安全衛生組織表 

  

安全衛生管理 危険箇所，危険作業，公衆災害 第１編 
1.1.15 
1.2.2 
1.3.5 

関係法令等の確認 
安全対策の確認 
公衆災害発生防止策の立案 

 □総合施工計画書 
□工種別の施工計画書 
  （詳細は各節参照） 

  

工事現場 
管理 

施工中の安 
全確保及び 
環境保全 

環境保全 状況調査 第１編 
1.1.15 
1.2.2 
1.3.5 

関係法令等の確認 
環境保全対策の立案 

 □総合施工計画書   
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 １ 一般共通事項 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
管  理  方  法 管 理 目 標 値 

資     料 
内 容 枚 数 

近隣等との 
折衝 

状況調査，誠意ある対応 第１編 
1.3.5 

監督員に，事前に概要を報告 
また，経過について記録し，遅滞

なく報告 

 □状況報告書 状況写真 適 宜 施工中の安 
全確保及び 
環境保全 

作業環境 美化 第１編 
1.2.2 
1.3.5 

計画の立案 
作業環境の美化 

 □総合施工計画書   

工事現場 
管理 

災害時の安 
全確保 

 人命の安全確保，二次災害の防

止，状況調査 
第１編 
1.3.6 

安全を確保し，監督員に経緯を報告  □事故報告書 
□処理報告書 

状況写真 適 宜 

機器及び材 
料の品質等 

 使用機材の品質・性能の証明 
規格品の証明 
調合表等 
見本（材質，仕上げの程度，色

合い等） 

第１編 
1.4.1 
1.4.2 

（詳細は各節参照） 
機材は種別ごとに確認 
品質証明資料を監督員に提出 
調合表等を監督員に提出 
承 材質，仕上げの程度，色合い等

については，設計図書との整合を

確認し，あらかじめ承諾を受ける。

 □品質証明書 
□性能証明書 
□機器製作図 
□調合表等 
□見本（提出又は提示） 

  

搬入報告（品質・性能） □品質証明書 
□性能証明書 

機材の搬入  

搬入報告（数量） 

第１編 
1.4.3 

（詳細は各節参照） 
設計図書との整合を確認 
機材の搬入ごとに監督員へ報告 

 

□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

機材の検査 
等 

 品質，性能，数量 第１編 
1.4.4 

検 機材の種別ごとに，原則として

受ける。ただし，規格品は対象か

ら除く。 
検 合格した機材は，以後，抽出 

    

試験の実施 共仕で指定された機材 
特記により指定された機材 
試験によらなければ，設計図書

に適合することが証明できない

機材 

左記に該当する場合，試験完了後

に試験成績表を監督員に提出 
試験方法は設計図書による。 

なお，法規又は規格に定めがある

場合は，それらによる。 

 □試験成績表 状況写真 適 宜 

機器及び 
材料 

機材の検査 
に伴う試験 

試験の代替 製造者において実験値等が整

備されている場合 

第１編 
1.4.5 
第４編 
2.5.1 

承  性能表・能力計算書等，性能を

証明する資料 
 □性能表・能力計算書等   
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 １ 一般共通事項 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
管  理  方  法 管 理 目 標 値 

資     料 
内 容 枚 数 

機器及び 
材料 

機材の保管  保管の方法 第１編 
1.4.6 

保管の方法，場所の確認   状況写真 適 宜 

施 工  施工内容の確認 第１編 
1.1.7 
1.2.1 
1.2.2 
1.2.3 
1.5.1 

設計図書，実施工程表，施工計画

書，施工図等に従い施工 
関連工事の工程調整 

 □施工報告書 状況写真 適 宜 

技能士  特記確認 
（詳細は各節参照） 

第１編 
1.5.2 

資格が確認できる資料を監督員

に提出 
 □資格証明書(写)   

施工管理の 
責任者 

施工上の確認及び監督員への

報告 
承 資格等の確認 □資格等が確認できる資 

 料（資格証明(写)，工 
  事経歴書等） 
□専任届 

  一工程の施 
工の確認及 
び報告 

工程内検査 一工程の施工の確認 

第１編 
1.2.4 
1.5.3 

一工程の施工を完了したとき又

は工程の途中において監督員の指

示を受けた場合，設計図書に適合す

るか確認し監督員に報告 

 

□施工報告書 状況写真 適 宜 

監督員の 
検査 

設計図書に定められた場合 

一工程の施工を報告した場合 
監督員により指示された工程

に達した場合 

第１編 
1.5.4 

検 左記に該当する場合 
検 合格した工程と同じ材料及び

工法により施工した部分は，以

後，抽出 

  状況写真 適 宜 施工の検査 
等 

見本施工 特記確認 
（見本施工の実施） 

第１編 
1.5.4 

承 見本施工を行い，仕上り程度等

を確認 
 □施工報告書 状況写真 適 宜 

施工の検査 
に伴う試験 

試験の実施 設計図書に定められている場合

試験によらなければ，設計図書

に適合することが証明できない

場合 

第１編 
1.5.5 

左記に該当する場合，試験完了

後，試験成績表を監督員に提出 
 □試験成績表 状況写真 適 宜 

施  工 

施工の立会 
い等 

 設計図書に定められている場合 
主要機器を設置する場合 
施工後に検査が困難な箇所を

施工する場合 
総合調整を行う場合 
監督員の指示を受けた場合 

第１編 
1.5.6 

立 左記に該当する場合 
  適切な時期に立会いを請求立

会い日時については指示を受ける。 
立会いに必要な資機材及び労

務等の提供 

 □立会い請求 状況写真 適 宜 
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 １ 一般共通事項 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
管  理  方  法 管 理 目 標 値 

資     料 
内 容 枚 数 

施  工 工法等の提案  所要の品質及び性能の確保が

可能な工法 
環境の保全に有効な工法 

第１編 
1.5.7 

左記の提案がある場合，監督員と

協議 
 □工法提案資料 

□品質証明書 
□性能証明書 

  

工事検査 第１編 
1.6.1 

工事検査 
及び技術 
検査 

技術検査 

 完成時期 
部分払請求時期 
指定部分完成時期 
特記された場合 
発注者が特に必要と認めた場合 第１編 

1.6.2 

設計図書の全ての工事の完了，監

督員の指示事項の完了，工事関係図

書・記録の整備完了を確認し監督員

に通知 
検査に必要な資機材及び労務等

を提供 

 □既済部分確認請求書   

完成図 特記確認 
（図面の種類，様式（作成方法 
 ・原図のサイズ・ＣＡＤデー 
 タ提出の有無）及び提出部数 
 数等） 

第１編 
1.7.1 
1.7.2 

監督員の指示により，所定の要件

を確認し，作成。監督員に提出 
 □完成図（原図及びその 

 陽画複写図（３部）） 
□ＣＡＤデータ 

  完成図等 完成時の提 
出図書 

保全に関す 
る資料 

特記確認（提出部数） 第１編 
1.7.1 
1.7.3 

監督員の指示により，所定の要件

を確認し，作成。提出時に監督員に

内容を説明 

 □保守に関する指導案内 
 書(機器取扱い説明書) 
□機器性能試験成績書 
□官公署届出書類 
□予備品等引渡し通知書 
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 ２ 配管工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
実施工程表 実施工程表 

の補足とし 
ての工程表 

関連工事との整合性 
施工期間 
ｽﾘｰﾌﾞ,箱入れ,ｲﾝｻｰﾄの施工 
時期,配管,器具等の取付け時期 

第１編 
1.1.7 
1.2.1 

 他工事の各工程を十分検討調整

し,整合性を図る 
 □週間工程表 

□月間工程表 
□工種別工程表 

  

現場組織 施工業者名 
作業の管理組織 

第１編 
1.3.1 

   □工種別の施工計画書 
□管理組織表 

  

技能士 １級配管技能士(建築配管) 第１編 
1.5.2 

 適用されている場合,資格証明書

等で確認 
 □資格証明書(写)   

施工区分 はり貫通孔,壁型枠孔及びその

補強 
電気配管･配線 

第１編 
1.2.2 

 他工事の施工区分と照合し,整合

していることを確認 
 □工種別の施工計画書   

作業場所 位置,面積,電源及び保安 第１編 
1.2.2 

 安全管理の適正さ,作業性等を考

慮する 
 □工種別の施工計画書   

材 料 仕様材料名(種類,規格,製造者

ﾘｽﾄ) 
第１編 
1.2.2 

 設計図書との照合を行い,合致す

ることを確認 
 □工種別の施工計画書   

工 法 配管の接続方法(ﾈｼﾞ,ﾌﾗﾝｼﾞ,溶

接,ﾋﾞｸﾄﾘｯｸ等),支持方法(耐震防

振),防火･防煙区画等の貫通部の

処理方法,防錆方法 

第１編 
1.2.2 

 同上  □工種別の施工計画書   

仮設足場･ 
揚重装置等 

足場の種類,揚重計画等(総合

仮設で示されていない部分) 
第１編 
1.2.2 

 検討して提出(特記された場合は

承) 
 □工種別の施工計画書   

保 管 資材の保管場所(総合仮設で示

されていない部分) 
第１編 
1.4.6 

 資材の保管場所としての適正さ

を確認,他工事との調整を行う(特

記された場合は承) 

 □工種別の施工計画書   

工種別の施 
工計画書 

養 生 施工中の部分の養生方法 第１編 
1.3.7 

 適切な養生方法であることを確認  □工種別の施工計画書   

製作図 製作図 製造業者名,仕様,寸法,その他

(その他の要点は材料の項による。)

第１編 
1.2.3 

 承 設計図書との照合を行い合致

 することを確認 
 □製作図(ｶﾀﾛｸﾞ等を含む 

  以下この節同じ) 
  

設計図書との整合性 第１編 
1.2.3 

 承 設計図書との照合を行い合致

 することを確認 
 □施工図   

他工事との取り合い(風道,電

気工事,建築工事,その他) 
第１編 
1.2.3 

 承 他工事の施工図と照合し整合

 していることを確認 
 □施工図   

準  備 

施工図 配管図 

作業空間,保守点検空間 第１編 
1.2.3 

 承 継手･ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ等の締付空間,

ﾊﾞﾙﾌﾞ等の開閉空間及びｽﾄﾚｰﾅ等

の保守空間が確保されているこ

とを確認 

 □施工図   
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 ２ 配管工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
防火区画との整合性 第１編 

1.2.3 
施工1 承 防火区画の明示及びその処理

 方法の適法性を確認 
 □施工図   

支持方法 第１編 
1.2.3 

施工8 
～11 

承 設計図書と照合し合致してい

 ることを確認 
 □施工図   

配管図 

書入れ寸法 第１編 
1.2.3 

 承 同上  □施工図   

機器廻りの 
弁類,継手 
類 

機器付属の弁類,継手類及び共

通仕様書による継手類の有無 
第１編 
1.2.3 

施工46 
～57 

承 欠落,重複の無いことを確認  □施工図   

配管施工図との整合性 第１編 
1.2.3 

 承 配管施工図との照合を行い合

 致していることを確認 
 □施工図   

ｲﾝｻｰﾄ及びｽﾘｰﾌﾞの位置 第１編 
1.2.3 

 承 適切な位置であることを確認  □施工図   

準  備 施工図 

ｽﾘｰﾌﾞ,箱入 
れ及びｲﾝｻｰ 
ﾄ図 

ｽﾘｰﾌﾞの径 第１編 
1.2.3 

 承 保温代を考慮してあることを

 確認 
 □施工図   

管及び継手  規格及び準用規格材質 第２編 
2.1.2 

 検 抽出検査･仕様と照合し規格等

を確認 
 □製作図,見本 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

管端防食継 
手 

 接合管の種別,規格,形式,構造, 
材質,識別塗装 

第２編 
2.1.2 

 検 抽出検査･仕様と照合し規格及

び構造等を確認 
 □製作図,見本 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

仕切弁･玉 
形弁･逆止 
弁･ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 
弁･ﾎﾞｰﾙ弁･ 
ｺｯｸ 

取付管の種別,規格及び準用規

格,呼び圧力,構造,材質 
第２編 
2.2.1 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

制水弁 規格 第２編 
2.2.1 

 検 全数検査･水道事業者の規格合

格済みの確認 
 □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

一般用弁及 
び栓 

分水栓･止 
水栓 

規格,材質 第２編 
2.2.1 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

油用弁 仕切弁及び 
ｺｯｸ 

規格,呼び圧力,構造,材質 第２編 
2.2.1 

 検 全数検査･所轄消防署の承認済

の確認 
 □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

水用及び 
蒸気用 

規格又は準用規格，材質 第２編 
2.2.2 

 検 抽出検査･構造等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 減圧弁 

油用 規格，材質 第２編 
2.2.2 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

蒸気用温度 
調整弁 

 構造,材質,最高使用圧力,温度 
調整範囲,弁体表示 

第２編 
2.2.3 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

蒸気用安全 
弁 

 規格,材質,作動圧力 第２編 
2.2.4 

 検 全数検査･構造等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

材  料 

自動ｴｱ抜弁 水用 構造,材質,最高使用圧力 第２編 
2.2.5 

 検 抽出検査･構造等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 
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 ２ 配管工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
自動ｴｱ抜弁 蒸気用 構造,材質,最高使用圧力 第２編 

2.2.5 
 検 抽出検査･構造等の確認  □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

鋼管用 規格,構造,ﾍﾞﾛｰｽﾞ及び接液部

の材質,固定台強度 
第２編 
2.2.6 

施工10 検 抽出検査･規格等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 伸縮管継手 

銅管用 構造,ﾍﾞﾛｰｽﾞ及び接液部の材質 第２編 
2.2.6 

施工10 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ﾍﾞﾛｰｽﾞ形 構造,ﾍﾞﾛｰｽﾞ及び接液部の材

質,可とう性,耐熱性,耐圧強度,

防振効果 

第２編 
2.2.7 

 検 抽出検査･構造等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 防振継手 

合成ｺﾞﾑ製 構造,材質,可とう性,耐熱性,

耐圧強度,防振効果 
第２編 
2.2.7 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ﾍﾞﾛｰｽﾞ形 構造,全長,ﾍﾞﾛｰｽﾞ及び接液部

の材質,可とう性,耐圧強度 
第２編 
2.2.8 

 検 抽出検査･構造等の確認,油用

の場合は法令適合の確認 
 □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮ 

ｲﾝﾄ 

合成ｺﾞﾑ形 
（水用） 

構造,全長,材質,可とう性,耐

候性,耐熱性，耐圧強度 
第２編 
2.2.8 

 検 抽出検査･構造等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ （蒸気用） 準用規格,構造,材質,仕上げ,

作動性 
第２編 
2.2.9 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

絶縁ﾌﾗﾝｼﾞ  材質,方法 第２編 
2.2.10 

施工3 検 抽出検査･材質等の確認  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ｽﾄﾚｰﾅｰ  構造,材質,網目の番手,ﾗｲﾆﾝｸﾞ,

管端ｺｱ 
第２編 
2.2.11 

 検 抽出検査･仕様･構造等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ﾍﾞﾛｰｽﾞ式 準用規格,構造,材質,有効段

数,仕上げ,耐熱性 
第２編 
2.2.12 

 検 抽出検査･構造等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ 

ﾌﾛｰﾄ式･ﾊﾞｹ 
ｯﾄ式･ｻｰﾓﾀﾞ 
ｲﾅﾐｯｸ式等 

構造,本体及び要部の材質 第２編 
2.2.12 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ﾘﾌﾄ継手  構造,材質,水封深さ 第２編 
2.2.13 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

量水器  方式 第２編 
2.2.14 

 検 抽出検査･計量法による検査合

格の確認,水道事業者の承認済み

の確認(給水装置の場合) 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ  構造,材質,水撃防止対策 第２編 
2.2.15 

 検 抽出検査･水道事業者の承認済

みの確認(給水装置の場合) 
 □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

定水位調整 
弁 

 構造,材質,作動方式,ｽﾄﾚｰﾅｰの

有無 
第２編 
2.2.16 

 検 抽出検査･規格等の確認,水道

事業者の承認済みの確認(給水装

置の場合) 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

材  料 

水栓柱  材質,寸法 第２編 
2.2.17 

 検 抽出検査･材質等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 
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 ２ 配管工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
不凍水栓柱  構造,材質,寸法 第２編 

2.2.18 
 検 抽出検査･材質等の確認  □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

水抜栓  構造,材質 第２編 
2.2.19 

 検 抽出検査･構造等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

壁埋込形散 
水栓ﾎﾞｯｸｽ 

 材質,寸法 第２編 
2.2.20 

機材58 検 抽出検査･材質等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ｽﾘｰﾌﾞ  施工部位,材質,寸法,貫通部の

外形(保温厚とも) 
第２編 
2.2.21 

 検 同上  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

接合材 ねじ接合材 
ｶﾞｽｹｯﾄ 

その他 

規格,衛生上の害の有無,防錆性 
規格,材質,耐久性 

第２編 
2.2.22 

 検 抽出検査･規格等の確認  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ｼｰﾘﾝｸﾞ材  規格,耐久性 第２編 
2.2.23 

 検 同上  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

防食材料 防食ﾃｰﾌﾟ・ 
絶縁ﾃｰﾌﾟ・ 
防食ｼｰﾄ・ﾌﾟ

ﾗｲﾏｰ・ﾌﾟﾗｽﾁ

ｯｸﾃｰﾌﾟ・熱 
収縮材・覆 
装材 

規格又は準用規格,材質,厚さ 第２編 
2.2.24 

 検 同上  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

雑材料 管座金 
支持金物 

構造，材質，強度 第２編 
2.2.25 

施工14 検 同上  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

圧力計・連 
成計・水高 
計 

 規格,目盛板の寸法,ｺｯｸ及びｻｲ

ﾎﾝ管の有無,使用圧力,最高目盛,

水抜き可能ｺｯｸの要否 

第２編 
2.3.1 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

温度計  規格又は準用規格,形状,使用

温度,最高目盛,目盛板外径,表示

部45ﾟ傾斜の要否 

第２編 
2.3.2 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

水面計  ｶﾞﾗｽ管の径,ｺｯｸ及び保護金物

の有無,最高使用圧力 
第２編 
2.3.3 

 検 抽出検査･構造等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ｹﾞｰｼﾞ式 構造,閉止弁の有無 第２編 
2.3.4 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 油面計 

ｶﾞﾗｽ管式 構造,ｶﾞﾗｽの強度,ｶﾞﾗｽ管保護

材の有無 
第２編 
2.3.4 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

油面制御装 
置 

 構成,材質,端子,表示灯･警報

ﾌﾞｻﾞｰ,ｽｲｯﾁの有無,防爆構造 
第２編 
2.3.5 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

材  料 

遠隔油量指 
示計 

 構成,警報ﾌﾞｻﾞｰ,表示灯･ｽｲｯﾁ,

防爆構造,指示ﾎﾞｯｸｽの材質及び

形状 

第２編 
2.3.6 

機材6 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 
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 ２ 配管工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
瞬間流量計  測定方式,指示部の材質,最高

使用圧力,着脱可能形の要否 
第２編 
2.3.7 

 検 抽出検査･方式等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

電極棒及び 
電極帯 

 材質,構造,ｽﾍﾟｰｻｰ及び保護筒

の有無,取り付け部の温度 
第２編 
2.3.8 

 検 抽出検査･材質等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ  材質,構造,重錘付きﾛｰﾌﾟ･ｽﾃﾝﾚ

ｽ管の要否 
第２編 
2.3.9 

 検 同上  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ﾄﾞﾗﾑﾄﾗｯﾌﾟ 

床排水ﾄﾗｯﾌ゚  

床上掃除口 

床下掃除口 

排水金物 

通気金具 

規格,構造,材質 第５編 
1.7.1 
1.7.2 
1.7.3 
1.7.4 
1.7.5 
1.7.6 
1.7.7 

機材30 検 抽出検査･規格等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 排水金具 

ｸﾞﾘｰｽ阻集 
器 

規格,構造,材質,仕上げ,容量 第５編 
1.7.1 
1.7.8 

施工64 検 抽出検査･規格等の確認,認定
 証票の貼付(工場製品で実容量

 1,000Ｌ以下の場合) 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

弁桝･弁き 
ょう･量水 
器桝･ｲﾝﾊﾞｰ 
ﾄ桝･ため桝 

材質,形状,寸法 第５編 
1.8.1 
  ～ 
1.8.6 

機材59 
 ～ 
機材65 

検 抽出検査･材質等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

材  料 

桝及びふた 

ﾏﾝﾎｰﾙふた 
弁桝ふた 

材質,形状,寸法,耐荷重,塗装, 
表示文字 

第５編 
1.8.7 
1.8.8 

機材1 検 同上  □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 

主管の分岐 
又は合流 

ｸﾛｽ継手の使用の有無,T継手の

相対する2方向への分岐又は相対

する2方向からの合流に使用不可

の確認 

第２編 
2.4.1 

 検 抽出検査,施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

建物導入部 
配管 

可とう性の有無 第２編 
2.4.1 

施工4 検 全数検査,施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

建物ｴｷｽﾊﾟﾝ 
ｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ 
部配管 

可とう性の有無 第2編 
2.4.1 

施工6 検 同上  □施工報告書 施工状況 適 宜 

伸縮継手 伸縮継手及び固定点の位置及

び固定方法 
第２編 
2.4.1 

施工10 検 抽出検査,施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

絶縁継手 絶縁の方法 
設置個所，継手仕様は特記による。

第２編 
2.4.1 
2.5.16 

施工3 検 全数検査,施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

施  工 配管一般 

異種管の接 
続 

設置個所，接合方法 第２編 
2.5.16 

施工3 検  抽出検査,施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 
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 ２ 配管工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
配管一般 防火区画の 

貫通 
貫通部の隙間はﾓﾙﾀﾙ又はﾛｯｸｳｰﾙ

保温材で埋められていること。 
建基令適合工法，評定済工法 

第２編 
2.8.1 

施工1 検 全数検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

冷温水･冷 
却水･給水 
配管 

ｴｱ抜弁 空気だまりが生じる所に必要 第２編 
2.4.2 
2.4.6 

施工34 検 抽出検査,施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

排水配管 合流 合流方法,間接排水の要否 第２編 
2.4.7 

 検 同上  □施工報告書 施工状況 適 宜 

蒸気配管  勾配，支持，装置廻り 第２編 
2.4.3 

施工34 
～37 

検 同上  □施工報告書 施工状況 適 宜 

油配管  溶接，継手 第２編 
2.4.4 

施工57 検 同上  □施工報告書 施工状況 適 宜 

冷媒配管  溶接，脱気 第２編 
2.4.5 

 検 同上  □施工報告書 施工状況 適 宜 

給湯配管  材料，勾配 第２編 
2.4.8 

 検 同上  □施工報告書 施工状況 適 宜 

消火配管  規格 第２編 
2.4.9 

施工69 検 同上  □施工報告書 施工状況 適 宜 

管の接合一 
般事項 

 使用工具及び接合法の確認,切

断面の状況,管内の異物の除去,

管端面の養生 

第２編 
2.5.1 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

ねじ接合 ねじの良否,ねじ山の異物の除

去,締め付けの程度 
第２編 
2.5.2 

 検 抽出検査･ねじｹﾞｰｼﾞ,ﾄﾙｸﾚﾝﾁ等

で確認 
 □見本 

□施工報告書 
施工状況 適 宜 

ﾌﾗﾝｼﾞ接合 均等な締め付け,溶接の場合両

面の溶接 
第２編 
2.5.2 

 検 抽出検査  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

溶接接合 溶接方法,溶接資格者,開先加工,

仮付け,溶接材料,ﾋﾞｰﾄ状態,溶接

部の検査 

第２編 
2.5.13 

施工21 
22 
検 全数検査(目視検査)･抽出検査

(非破壊検査)･溶接方法は工種別

施工計画書により承諾,溶接資格

者が適用されている場合は資格

証明書により確認 

 □開先寸法記録 
□施工報告書 

開先形状 
施工状況 

適 宜 

施  工 

鋼管の接合 

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ形 
管継手によ 
る接合 

規格,均等な締め付け,接合用

加工部･ﾘﾝｸﾞ溶接加工部及び管端

ｼｰﾙ面の防錆処理 

第２編 
2.5.2 

 検 抽出検査  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 



 

-
 1
3 
-

 ２ 配管工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
ねじ接合 管端面の処理,管端ｺｱの確認,

その他鋼管と同じ 
第２編 
2.5.3 

 検 鋼管と同じ  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ 
鋼管･耐熱 
性ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼 
管及びﾎﾟﾘ 
粉体鋼管の 
接合 

ﾌﾗﾝｼﾞ接合 管端面の処理,その他鋼管と同じ 第２編 
2.5.3 

施工2 検 同上  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

ねじ接合 ねじ部の密封処理,使用工具,ﾁ

ｬｯｸ損傷部の処理,その他塩ﾋﾞﾗｲﾆ

ﾝｸﾞ鋼管と同じ 

第２編 
2.5.3 

 検 抽出検査･専用の工具を使用し

ていることを確認,その他鋼管と

同じ 

 □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 内外面塩ﾋﾞ 
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 
の接合 

ﾌﾗﾝｼﾞ接合 塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管と同じ 第２編 
2.5.3 

 検 塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管と同じ  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

ねじ接合 内外面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管と同じ 第２編 
2.5.4 

 検 内外面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管と同じ  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 外面被覆鋼 
管の接合 

ﾌﾗﾝｼﾞ接合 塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管と同じ 第２編 
2.5.4 

 検 塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管と同じ  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

排水用塩ﾋﾞ 
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 
及びｺｰﾃｨﾝｸﾞ

鋼管の接合 

排水鋼管用 
可とう継手 
(MDｼﾞｮｲﾝﾄ) 
接合 

管端部の防錆処理,部品の装

着,差込み長さ,ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄの締め

付け 

第２編 
2.5.5 

 検 抽出検査･手触りにより確認  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

溶接接合 鋼管と同じ 第２編 
2.5.6 

施工21 
22 
検 鋼管と同じ  □開先寸法記録 

□施工報告書 
開先形状 
施工状況 

適 宜 

ﾌﾗﾝｼﾞ接合 均等な締め付け 第２編 
2.5.6 

施工2 検 抽出検査  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

ﾒｶﾆｶﾙ接合 使用工具,差し込み長さ,かしめ 第２編 
2.5.6 

 検 抽出検査･専用工具を使用して

いることを確認,かしめ状態の確認 
 □見本 

□施工報告書 
施工状況 適 宜 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 
の接合 

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ形

管継手によ

る接合 

規格,均等な締め付け,接合用

加工部 
第２編 
2.5.6 

 検 抽出検査  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

銅管の接合 差し込み接 
合 

接着部の研磨,ﾌﾗｯｸｽの除去,ろ

うの種類 
第２編 
2.5.7 

 検 抽出検査･取り外しの必要のあ

る箇所は鋼製ﾕﾆｵﾝ又はﾌﾗﾝｼﾞを使

用していることを確認 

 □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

鋳鉄管の接 
合 

ﾒｶﾆｶﾙ接合 差し込み長さ,ｺﾞﾑ輪の挿入,均

等な締め付け 
第２編 
2.5.8 

 検 抽出検査  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

施  工 

ﾋﾞﾆﾙ管の接 
合 

接着接合 差し込み長さ,ばりの除去,接

着剤の均一な塗布,保持時間 
第２編 
2.5.10 

 検 同上  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 
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 ２ 配管工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 
の接合 

電気融着接 
合 

給水装置に該当する場合は水

道事業者の定める接合 
第２編 
2.5.11 

 検 抽出検査･専用工具を使用して

いることを確認 
 □見本 

□施工報告書 
施工状況 適 宜 

電気融着接 
合 

管の切断，差し込み長さ,養生

時間 
第２編 
2.5.12 

 検 抽出検査･専用工具を使用して

いることを確認 
 □見本 

□施工報告書 
施工状況 適 宜 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 

ﾝ管の接合 

ﾒｶﾆｶﾙ接合 継手形式ごとの製造者の施工

標準による接合 
第２編 
2.5.12 

 検  抽出検査･専用工具を使用して

いることを確認,かしめ状態の確認 
 □見本 

□施工報告書 
施工状況 適 宜 

融着・電気 
融着接合 

管の切断，差し込み長さ,養生

時間 
第２編 
2.5.13 

 検  抽出検査･専用工具を使用して

いることを確認 
 □見本 

□施工報告書 
施工状況 適 宜 ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管 

の接合 

ﾒｶﾆｶﾙ接合 継手形式ごとの製造者の施工

標準による接合 
第２編 
2.5.13 

 検 抽出検査･専用工具を使用して

いることを確認,かしめ状態の確認 
 □見本 

□施工報告書 
施工状況 適 宜 

ｺﾝｸﾘｰﾄ管の 
接合 

ｿｹｯﾄ接合 ｺﾞﾑ輪の挿着,差し込み長さ,配

管の勾配 
第２編 
2.5.14 

 検 抽出検査･勾配を計測し確認  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

勾 配  配管の種別による勾配,勾配方

向,水抜き及び空気抜きの位置 
第２編 
2.6.1 
2.6.2 

 検 抽出検査･水準器等で計測し確認  □見本 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

ｲﾝｻｰﾄ 材質,埋込み深さ,許容荷重,く

ぎの切断 
第２編 
2.6.3 

 検 抽出検査･許容荷重は施工計画

書で確認 
 □見本 

□施工報告書 
施工状況 適 宜 

支持 支持間隔,支持方法,形鋼振れ

止め,固定 
第２編 
2.6.3 

施工11 
～13 

検 抽出検査･施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

吊り及び支 
持 

支持受け 冷水管等の場合その結露防止,

鋼管･ｽﾃﾝﾚｽ管の場合その管の絶

縁,損傷防止 

第２編 
2.6.1 
2.6.3 

 検 抽出検査･合成樹脂,ｺﾞﾑ等で適

切に処理されていることを確認 
 □見本 

□施工報告書 
施工状況 適 宜 

埋設深さ 配管の種別及び施工箇所によ

る埋設深さ 
第２編 
2.7.2 

 検 抽出検査･計測し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

床付け面 配管の種別に応じた床付け面

の処理 
第２編 
4.2.1 

 検 抽出検査･適切な処理であるこ

との確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

埋め戻し 埋め戻し土 第２編 
4.2.1 

 検 抽出検査･管の周囲は山砂その

他は良質土であることを確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

埋設表示 埋設表示ﾃｰﾌﾟの有無,埋設深さ 第２編 
2.7.1 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

施  工 

土中埋設 

防食措置 配管の種別に応じた防食方法 第２編 
2.7.1 
2 7 3 

 検 全数検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 
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 ２ 配管工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
熱伸縮を伴 
う管 

伸縮緩衝材の確認 第２編 
2.7.1 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設 

鉛管 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟ巻きの確認 第２編 
2.7.3 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

支持及び固 
定 

配管支持及び固定方法 第２編 
2.6.1 

施工9 検 全数検査･配管の荷重が機器に
かかっていないことを確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

ﾌﾗﾝｼﾞ 機器の取り外しの可否 第２編 
2.4.7 

 検 全数検査･ﾌﾗﾝｼﾞ等が挿入され

 ていることを確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

施  工 

機器廻りの 
配管 

弁類,継手 
類 

弁類,継手類の有無 第２編 
2.4.1 

 検 全数検査･施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

冷温水･冷 
却水･給水･ 
給湯配管 

水圧試験 試験圧力値,保持時間 第２編 
2.9.1 
 ～ 
2.9.3 

 全数検査･設計図書に定められた

圧力値及び保持時間で試験圧の低

下の無いことを確認 

 □試験成績表 試験状況 適 宜 

蒸気配管 水圧試験 試験圧力値,保持時間 第２編 
2.9.2 

 同上  □試験成績表 試験状況 適 宜 

油配管 空気圧試験 試験圧力値,保持時間 第２編 
2.9.2 

 同上  □試験成績表 試験状況 適 宜 

冷媒配管 気密試験 試験圧力値,保持時間 第２編 
2.9.2 

 同上  □試験成績表 試験状況 適 宜 

排水･通気 
配管 

満水･通水 
試験(特記 
により煙試 
験) 

保持時間 第２編 
2.9.4 

 全数検査･漏れの無いことを確認  □試験成績表(煙試験の 
 場合) 

試験状況 適 宜 

水圧試験 試験圧力値,保持時間 第２編 
2.9.5 

 全数検査･設計図書に定められた

圧力値及び保持時間で試験圧の低

下の無いことを確認 

 □試験成績表 試験状況 適 宜 消火配管 

気密試験 試験圧力値,保持時間 第２編 
2.9.5 

 同上  □試験成績表 試験状況 適 宜 

試  験 
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 ３ ダクト工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
実施工程表 実施工程表 

の補足とし 
ての工程表 

関連工事との整合性 
施工期間 
スリーブ，箱入れ，インサート

の施工時期，ダクト，吹出口等の

取り付け時期 

第１編 
1.1.7 
1.2.1 

 他工事の各工程を十分検討調整

し整合性を図る。 
 □週間工程表 

□月間工程表 
□工種別工程表 

  

現場組織 施工業者名 
作業の管理組織 

第１編 
1.3.1 

   □工種別の施工計画書 
□管理組織表 

  

技能士 １級建築板金技能士（ダクト板

金作業） 
第１編 
1.5.2 

 適用されている場合，資格証明書

等で確認 
 □資格証明書(写)   

施工区分 はり貫通孔，壁型枠孔及びその

補強 
電気配管・配線 

第１編 
1.2.2 

 他工事の施工区分と照合し，整合

していることを確認 
 □工種別の施工計画書   

作業場所 作業場所（位置，面積，電源及

び保安） 
第１編 
1.2.2 

 安全管理の適正さ，作業性等を考

慮する。 
 □工種別の施工計画書   

材 料 使用材料名（種類，規格，製造

者リスト） 
第１編 
1.2.2 

 設計図書との照合を行い，合致す

ることを確認 
 □工種別の施工計画書   

工 法 ダクト工法名 
分岐方法 
支持方法 
フランジ接合方法（リベット・

溶接） 
補強材の取付方法（リベット・

溶接） 
防火区画等の貫通部の処理方法 

第１編 
1.2.2 

 同上  □工種別の施工計画書   

仮設足場・ 
揚重装置等 

足場の種類（総合仮設で示され

ていない部分） 
仮置（搬入）計画 

第１編 
1.2.2 

 検討し提出  □工種別の施工計画書   

保 管 資材の保管方法・場所（総合仮

設で示されていない部分） 
第１編 
1.4.6 

 資材の保管方法及び場所として

の適正さを確認。他工事との調整を

行う。 

 □工種別の施工計画書   

工種別の施 
工計画書 

養 生 施工中の部分の養生方法 第１編 
1.3.7 

 適切な養生方法であることを確認  □工種別の施工計画書   

製作図 製作図 ダクトと金具類の製造業者名，

仕様，寸法，その他（その他の要

点は材料の項による。） 

第１編 
1.2.3 

 承 設計図書との照合を行い合致

することを確認 
 □製作図(ｶﾀﾛｸﾞ等を含む。

  以下この節同じ) 
  

準   備 

施工図 ダクト図 設計図書との整合性 第１編 
1.2.3 

 承 設計図書との照合を行い合致

することを確認 
 □施工図   
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 ３ ダクト工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
他工事との取り合い（配管工事,

電気工事,建築工事,その他） 
ダクトの配置計画 

第１編 
1.2.3 

 承 他工事の施工図と照合し整合

していることを確認 
 □施工図   

作業空間，保守点検空間 
点検口の有無 
点検口の位置 

  承 ボルト・ナットなどの締め付け

空間，ダンパー等の開閉空間，ダ

ンパーヒューズ等の取替えのた

めの保守空間及び点検口が確保

されていることを確認 

 □施工図   

吹出口，吸込口などの見え掛か

り部分の位置 

(がらり)フード，風量測定口 

  承 目地，照明器具等との協調がと

れていることを確認 
 □施工図   

防火区画との整合性  施工38 承 防火区画の明示及びその処理
方法の適法性を確認 

 □施工図   

ダンパ位置   承 適切な位置であるか確認  □施工図   

支持方法（吊り，支持） 第３編 
2.2.2 
 ～6 

施工15 
    16 

承 設計図書と照合を行い合致し

ていることを確認 
 □施工図   

ダクト区分（低圧，高圧１，高

圧２） 
同上  承 同上  □施工図   

ダクト図 

ダクト分岐法と気流分配  施工39 承 良好と判断できることを確認  □施工図   

ダクト施工図との整合性   承 ダクト施工図との整合を行い

合致し ていることを確認 
 □施工図   

インサート，スリーブ及び箱入

れの位置 
  承 適切な位置であることを確認  □施工図   

準  備 施工図 

スリーブ， 
箱入れ及び 
インサート 
図 

スリーブの径及び箱入れの大

きさ（補強の有無） 
  承 保温代を考慮してあることを

確認 
 □施工図   

長方形ダク 
ト 

亜鉛鉄板 規格 
板厚，接続（フランジ），補強

工法，低圧･高圧1･高圧2，用途 

第３編 
1.14.1 
1.14.2 

 検 抽出検査・板厚等の確認（種別

ごと，用途ごと） 
 □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 

直 管 材質，板厚，はぜ形状，はぜピ

ッチ,低圧・高圧１・２用途 
第３編 
1.14.3 

 検 抽出検査・計測し確認  □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 

材  料 

スパイラル 
ダクト 

継 手 規格（製作法等），板厚，差込

長さ，防錆，構造（はぜ，シーム

溶接，アーク溶接） 

同上  検 同上  □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 



 

-
 1
8 
-

 ３ ダクト工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
亜鉛鉄板・ 
鋼材・リベ 
ット・ボル 
ト・ナット 
・コーナー 
金具・押え 
金具・ダク 
ト用テープ 
等 

規格及び準用規格，材質，形状，

厚さ，耐久性，亜鉛めっきの要否

コーナー金具，押え金具のメー

カー名 

第３編 
1.14.2 

施工40 
    41 

検 抽出検査・計測し確認  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 ダクト用材 
料 

ガスケッ 
ト 

材質,厚さ 第２編 
2.2.22 

 検 抽出検査  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

チャンバー  材質,形状,板厚 第３編 
1.14.5 

 検 抽出検査,計測確認  □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 

吹出口・吸 
込口ボック 
ス 

  第３編 
1.14.6 

 検 同上  □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 

フレキシブ 
ルダクト 

 空調用は断熱材付，可とう性，

耐圧強度，耐食性，不燃材 
第３編 
1.14.4 

 検 性能書により確認 
    不燃材料の確認 

 □性能書 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

シーリング 
ディフュー 
ザー 

形材質，寸法，板厚，風量調節

機構，整流器の有無，誘引性能，

色 

第３編 
1.15.3 

機材11 検 抽出検査・製作図と照合し確認，
計測し確認 

不燃材料の確認 

 □製作図 
  色見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ユニバーサ 
ル形 

材質，寸法，色，シャッター形

状，板厚 
同上 同上 同上  □製作図 色見本 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

ノズル形 材質，寸法，色 同上 同上 同上  □製作図 色見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

吹出口 

線状吹出口 材質，寸法，色，ベーン機構 同上 同上 同上  □製作図 色見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

吸 込 口  規格，寸法，色，シャッター機

構，板厚 
第３編 
1.15.4 

同上 同上  □製作図 色見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

風量調節ダ 
ンパー 

 材質，寸法，板厚，羽根の枚数，

開閉機構，開閉指示器の要否，

空気流に対する抵抗 

第３編 
1.15.6 

機材12 検 抽出検査・製作図と照合し確認，
計測及び作動試験を行う 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

材  料 

防火・防煙 
・防火防煙 
ダンパー 

 材質，寸法，漏煙及び作動性能

（建基令），閉鎖機構，動作温度，

検査口の有無，空気流に対する抵抗

第３編 
1.15.7 
～9 

 検 抽出検査,適合の確認（建基令） □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 



 

-
 1
9 
-

 ３ ダクト工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
ピストンダ 
ンパー 

 材質，寸法，作動性能，閉鎖機

構，空気流に対する抵抗 
第３編 
1.15.1 
0 

 検 抽出検査  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

逆流防止ダ 
ンパー 

 材質，寸法，板厚，羽根の枚数，

開閉機構，開閉指示器の要否，

空気流に対する抵抗 

第３編 
1.15.1 
1 

 検 抽出検査  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

排気フード  材質，厚さ，フード囲い，補強

材，垂れ下がり，傾斜角度，とい

等，ダクト接続部仕様（アング

ル・コーナー） 

第３編 
1.14.7 

 検 抽出検査・施工図と照合し確認，

計測し確認 
 □施工図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

グリス除去 
装置 

 要否，方式，油脂分除去率，グ

リース回収器，材質，フィルター

の予備 

第３編 
1.14.8 

 検 性能書により確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

たわみ継手  材質，構造，フランジ間長さ 第３編 
1.14.9 

 検 抽出検査  □施工図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

風量測定口  材質，構造 第３編 
1.14. 
10 

 検 抽出検査  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

温度計  規格又は準用規格，形状，使用

温度，最高目盛 
第３編 
1.14. 
11 

 検 抽出検査・規格等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

定風量・変 
風量ユニッ 
ト 

 材質，耐久性，騒音レベル，構

造，性能 
第３編 
1.15. 
12～13 

 検 製作図と照合し合致すること

を確認，性能試験は性能表又は能

力計算書で確認 

 □製作図 
□性能試験成績表 
□能力計算書 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

材  料 

外気取入れ 
・排気ガラ 
リ 

 開口率，構造，材質,板厚,面風速第３編 
1.15.2 

 検 施工図と照合  □製作図 
□能力計算書 
□材料搬入報告書 

 適 宜 

本 体 寸法，形状，板厚 第３編 
2.2.1 

 検 抽出検査・施工図と照合し確

認，計測確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

湾曲部等 内側半径，傾斜角度，案内羽根，

整流板の有無 
同上  検 抽出検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

施  工 一般事項 

シール 多湿箇所の排気ダクトのシール,

水抜きの要否 
同上 施工43 

    44 
検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 



 

-
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 ３ ダクト工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
防火区画等 
の貫通部 

貫通部の隙間はモルタル，又は

ロックウール保温材で埋められ

ていること。 

同上 施工20 
38 
検 全数検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 一般事項 

ボルト・ナ 
ット 

締め付け状態   検 抽出検査・手触し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

板 厚 低圧,高圧１・２の確認 第３編 
2.2.2 
～3 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

接  続 ダクト折返し部・ダクト縦方向

のはぜ部・ダクト複合部のシール

の確認，フランジの最大間隔 

第３編 
2 . 2 . 2

～3 

施工39 
～44 

検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

補 強 補強間隔，リブの有無，補強材

の取付法（リベット・溶接）横方

向補強間隔925㎜以下 

同上 施工39 検 抽出検査・計測し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

スポット溶 
接 

状態 第３編 
2.2.2 

 検 抽出検査 
   試験片の確認 

 □試験片 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

アングル工 
法・コーナ 
ーボルト工 
法 

吊り及び支 
持 

吊り間隔，支持方法，振れ止め，

防振材 
  吊り間隔 
    ﾌﾗﾝｼﾞ3,640㎜以下 
   ｽﾗｲﾄﾞ3,000㎜以下 
     共板 2,000㎜以下 
     支持12ｍ以下 

第３編 
2.2.2 
2.2.3 

施工15 
  ～16 

検 全数検査・施工図と照合し確認，

計測し確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

接 続 ビス本数，ダクト用テープ，継

手の外面部・ダクト縦方向のはぜ

部・ダクトを貫通する部分のシー

ルの確認 

第３編 
2.2.4 

施工39 
    43 
    44 

検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

施  工 

スパイラル 
ダクト 

吊り及び支 
持 

吊り間隔，支持方法，振れ止め，

防振材の要否 
     吊り間隔 
       4,000㎜以下 
       支持12ｍ以下 

同上  検 抽出検査・施工図と照合し確認，

計測し確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 



 

-
 2
1 
-

 ３ ダクト工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
寸法，板厚 第３偏 

2.2.2 
 検 抽出検査・施工図と照合し確認，

法は原則として計測し確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

空調機に取り付ける物にあっ

ては点検口及び温度計取り付け

座の有無 

  検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

チャンバー 

消音内貼材の規格及び施工順序 第２編 
3.1.4 

 検 抽出検査・施工計画書と照合し

確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

寸法，板厚  施工45 検 抽出検査・計測し確認  □施工報告書   吹出口・吸 
込口ボック 
ス 内貼材の規格及び施工順序 第２編 

3.1.4 
 検 抽出検査・施工計画書と照合し

確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

排気フード 吊り金物の位置 
吊り間隔 1,500㎜ 

第２編 
2.2.7 

 検 全数検査・施工図と照合し確認，

計測し確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

ダクト付属 
品 

風量測定口 取付個数，取付位置，点検口の

位置 
第３編 
2.2.7 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

火災時に脱落のない取付けか

否か（吊りボルトの本数等） 
第３編 
2.3.3 

施工38 検 全数検査・手触により確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 防火・防煙 
ダンパー 

ヒューズの検査及び取替えス

ペースの有無，点検口の位置 
同上  検 全数検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

ダンパー 

風量調節ダ 
ンパー 

操作スペースの有無，点検口の

位置 
同上  検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

フレキシブ 
ルダクト 

 吊り，支持，差込長さ，曲げ状

態（有効断面の確保） 
第３編 
2.2.5 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

排煙ダクト  板厚,寸法,継目,補強,支持間

隔,機器との接続 
第３編 
2.2.6 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

ガラリ  雨仕舞い状況 第３編 
2.3.1 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

施  工 

吹出口・吸 
込口・排煙 
口 

 取付状況・操作スペースの有無 第３編 
2.3.1 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 



 

-
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 ３ ダクト工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
施  工 定風量ユニ 

ット 
変風量ユニ 
ット 

 吊り，支持，取付け方向，操作

スペースの有無，点検口の位置，

直管部の長さ 

第３編 
2.3.4 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 



 

-
 2
3 
-

 ４ 保温工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
実施工程表 実施工程表 

の補足とし 
ての工程表 

関連工事との整合性，施工期間 
接着剤の乾燥期間 

第１編 
1.1.7 
1.2.1 

 他工事の各工程を十分検討調整

し整合性を図る。 
 □週間工程表 

□月間工程表 
□工種別工程表 

  

現場組織 施工業者名 
作業の管理組織 

第１編 
1.3.1 

   □工種別の施工計画書 
□管理組織表 

  

技能士 １級熱絶縁施工技能士 第１編 
1.5.2 

 適用されている場合，資格証明書

等で確認 
 □資格証明書(写)   

作業場所 位置，面積，電源及び保安 第１編 
1.2.2 

 安全管理の適正さ，作業性等を考

慮する。 
 □工種別の施工計画書   

材 料 使用材料名 
（種類,規格，製造者リスト） 

第１編 
1.2.2 

 設計図書との照合を行い，合致す

ることを確認する。 
 □工種別の施工計画書 

□見本 
  

工 法 保温種別及び施工方法 第１編 
1.2.2 

 設計図書との照合を行い，合致す

ることを確認する。 
 □工種別の施工計画書   

仮設足場 足場の種類（総合仮設で示され

ていない部分） 
第１編 
1.2.2 

 検討し提出  □工種別の施工計画書   

保 管 資材の保管場所（総合仮設で示

されていない部分） 
第１編 
1.4.6 

 資材の保管場所として適正さを

確認し，他工事との調整を行う。 
 □工種別の施工計画書   

準  備 

工種別の施 
工計画書 

養 生 施工中部分の養生方法 第１編 
1.3.7 

 適切な養生方法であることを確認  □工種別の施工計画書   

材  料 材 料 保温材・外 
装材・補助 
材 

種類，規格，材質，板厚 第２編 
3.1.2 

 検 抽出検査・規格等の確認  □見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

保温材 保温厚さ 第２編 
3.1.6 

 検 抽出検査・計測し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

保温種別 施工順序 第２編 
3.1.4 
～5 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

合せ目等 保温材の合せ目及び継目状態 第２編 
3.1.3 

 検 抽出検査・隙間の無いことを確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

シール 屋外及び多湿箇所のラッキン

グ等の継目シールの状態 
第２編 
3.1.3 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

鋲 鋲の取付け数 第２編 
3.1.3 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

施  工 保温一般 

外 観 見映え 第２編 
3.1.3 

 検 全数検査  □施工報告書   
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 ５ 塗装工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
実施工程表 実施工程表 

の補足とし 
ての工程表 

関連工事との整合性，施工期間 
塗料の乾燥期間 

第１編 
1.1.7 
1.2.1 

 他工事の各工程を十分検討調整

し整合性を図る。 
 □週間工程表 

□月間工程表 
□工種別工程表 

  

現場組織 施工業者名 
作業の管理組織 

第１編 
1.3.1 

   □工種別の施工計画書 
□管理組織表 

  

作業場所 位置，面積，電源及び保安 第１編 
1.2.2 

 安全管理の適正さ，作業性等を考

慮する。 
 □工種別の施工計画書   

材 料 使用材料名 
（種類,規格，製造者リスト） 

第１編 
1.2.2 

 設計図書との照合を行い，合致す

ることを確認する。 
 □工種別の施工計画書 

□見本 
  

工 法 塗装種別及び施工方法 第１編 
1.2.2 

 設計図書との照合を行い，合致す

ることを確認する。 
 □工種別の施工計画書   

色 色の指示 第１編 
1.4.1 

 監督員と協議して決定  □色見本帳又は見本塗板   

仮設足場 足場の種類（総合仮設で示され

ていない部分） 
第１編 
1.2.2 

 検討し提出  □工種別の施工計画書   

保 管 資材の保管場所及び防火対策

（総合仮設で示されていない部

分） 

第１編 
1.4.6 

 可燃物資材の保管場所として適

正さを確認し，他工事との調整を行う 
 □工種別の施工計画書   

準  備 

工種別の施 
工計画書 

養 生 施工中部分の養生方法 第１編 
1.3.7 

 適切な養生方法であることを確認  □工種別の施工計画書   

材  料 材 料 塗装材 規格，材質 第２編 
3.2.1 
3.2.2 

 検 抽出検査・規格等の確認  □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 

塗装環境 塗装に良好な温湿度及び時間

下での施工 
第２編 
3.2.1

3.2.2 

 検 適切な温度，湿度，時間である

ことを確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

下地処理 下地の処理及び防錆 第２編 
3.2.1 
3.2.2 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

塗装種別及 
び塗り回数 

 第２編 
3.2.1 
3.2.2 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

施  工 塗装一般 

外 観 色及び見映え 第２編 
3.2.1 
3.2.2 

 検 全数検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 
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                                  （衛生器具，ｶﾞｽ湯沸器，ﾎﾟﾝﾌﾟ，給湯ﾎﾞｲﾗ，温水発生機，ﾀﾝｸ，電気温水器，消火機器，厨房機器） 
                                （ﾎﾞｲﾗ-，温風暖房機，ﾊﾞ-ﾅ-，鋼板製煙道，温水発生機，冷凍機，ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置，氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ， 
 ６ 機器据付工事               冷却塔，空気調和機，ﾌｧﾝｺｲﾙ，放熱器，送風機，ﾎﾟﾝﾌﾟ，ﾀﾝｸ，ﾍｯﾀﾞ-） 

管   理   内   容 提  出  資  料 
写   真 区 分 

項  目 細  目 要        点 共仕該 
当項目 

標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
実施工程表 実施工程表 

の補足とし 
ての工程表 

関連工事との整合性，制作図の

作成期間，機器の製作期間，工場

検査時期，搬入時期，据付工事時

期，官公署申請，届出時期，ｺﾝｸ

ﾘ-ﾄ打設時期，試運転調整時期 

第１編 
1.1.7 
1.2.1 

 他工事の各工程を十分検討調整

し，整合性を図る。 
 □週間工程表 

□月間工程表 
□工種別工程表 

  

技能士 １級配管技能士（建築配管作

業），１級冷凍空気調和機器技能

士，１級熱絶縁施工技能士 

第１編 
1.5.2 

 １級の資格が確認できる資料を

監督員に提出 
 □資格証明書(写)   

機 器 製造業者名 
評価事業の名簿の確認 

第１編 
1.4.1 

 設計図書との照合を行い，合致す

ることを確認 
建築材料・設備機材等品質性能評

価事業によって評価を受けたもの

か確認 

 □工種別の施工計画書   

大型機器の 
搬入 

搬入口及び搬入路の位置，揚重

機器，搬入用ﾌｯｸ等の有無 
第１編 
1.4.3 

 床の構造強度及び搬入口の大き

さを確認 
 □機器搬入計画書   

据付面の構造強度（躯体等）  床の構造強度を確認  □構造計算書   機器の据付 

防音，防振，耐震計画 
（防振基礎・耐震基礎仕様） 
ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄの取付方法 

第３編 
2.1.1 
第５編 
2.2.1 

 計画書，計算書等で確認  □防音計算書 
□防振計算書 
□耐震計算書 

  

ｺﾝｸﾘ-ﾄ基礎 製造所，強度，ｽﾗﾝﾌﾟ，ｾﾒﾝﾄの

種類，骨材の種類，塩分含有量，

ｱﾙｶﾘ骨材反応対策，養生期間，

その他 

第２編 
4.4.1 

 設計図書との照合を行い合致す

ることを確認 
調合表により確認 

 □調合表   

工種別の施 
工計画書 

養 生 据付後の養生方法 第１編 
1.3.7 

 適切な養生方法であることを確認  □工種別の施工計画書   

製作図 型式・構造 
・寸法 

性能，部材の材質等の仕様 第１編 
1.2.3 

 承 設計図書との照合を行い合致

することを確認（機械設備工事機

材承諾図様式集Ⅰを参照） 

 □製作図（ｶﾀﾛｸﾞ等を含 
 む） 
□評価書(写) 

  

設計図書との整合性，関係法規

の有無 
第１編 
1.2.3 

 承 設計図書との照合を行い合致

することを確認 
   関係する法規がある場合適法

であることを確認 

 □施工図   

準  備 

施工図 据付け位置 

他工事との取り合い（配管・ﾀﾞ

ｸﾄ・電気・建築工事，その他） 
第１編 
1.1.7 

 承 他工事の施工図と照合し整合

していることを確認 
 □施工図   
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                               （衛生器具，ｶﾞｽ湯沸器，ﾎﾟﾝﾌﾟ，給湯ﾎﾞｲﾗ，温水発生機，ﾀﾝｸ，電気温水器，消火機器，厨房機器） 
                               （ﾎﾞｲﾗ-，温風暖房機，ﾊﾞ-ﾅ-，鋼板製煙道，温水発生機，冷凍機，ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置，氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ， 
 ６ 機器据付工事            冷却塔，空気調和機，ﾌｧﾝｺｲﾙ，放熱器，送風機，ﾎﾟﾝﾌﾟ，ﾀﾝｸ，ﾍｯﾀﾞ-） 

管   理   内   容 提  出  資  料 
写   真 区 分 

項  目 細  目 要        点 共仕該 
当項目 

標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
据付位置 作業空間，保守点検空間の確保  承 機器据付のための作業空間,

品の取り替えのための空間,日

常点検のための空間等が確保さ

れていることを確認 

 □施工図   

据付金具 
ボルト 

許容応力の確保（耐震） 
材質等の仕様 

 承 耐震計算書との照合を行い合

致することを確認 
 □施工図 

□耐震計算書 
  

準  備 施工図 

基礎 寸法，配筋の有無 

第３編 
2.1.1 
第５編 
2.2.1 

 承 設計図書との照合を行い合致

することを確認 
 □施工図   

機器及び 
材料 

機  材 本 体 仕様，性能，付属品の確認 第１編 
1.4.1 
  ～ 
1.4.4 

 設計図書と製作図を照合し合致

することを確認 
性能試験は性能表又は能力計算

書で確認 

 □製作図 
□材料搬入報告書 
□性能試験成績表 
□能力計算書 

搬入状況 適 宜 

位置，寸法，配筋，調合 
排水溝の有無 
基礎本体と建物躯体との結合 

第３編 
2.1.1 
第５編 
2.2.1 

施工23 
  ～ 
施工26 

検 全数検査・施工図と照合し確認

計測し確認 
   調合表で確認 

 □施工報告書 
□調合表 

施工状況 適 宜 

基礎ﾎﾞﾙﾄ，ｽﾄｯﾊﾟ-の位置，寸法

及び材質，防振材 
基礎ﾎﾞﾙﾄ，ｽﾄｯﾊﾟ-取付部の基礎 
厚さ及び隅角部，辺部からの打

設距離 

第３編 
2.1.1 
第５編 
2.2.1 

施工23 
 
施工26 

検 同上 
   計算書（耐震，防振） 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

基礎据付面の水平度 第３編 
2.1.1 
第５編 
2.2.1 

 検 抽出検査・測器により計測し

確認 
 □施工報告書   

ｺﾝｸﾘ-ﾄ基礎 

養生期間 第３編 
2.1.1 
第５編 
2.2.1 

 施工実施状況報告書等で確認  □施工報告書 養生状況 適 宜 

機器及び器 
具本体 

位置（ﾀｲﾙ等で仕上げられてい

る面に取付けられるものは，目地

割りを含む。） 
離隔（他の機器との距離） 

第３編 
2.1.1 
第５編 
2.1.1 

施工58 
  ～ 
施工64 

検 全数検査・施工図と照合し確認

計測し確認 
   関係法規と確認 

 □施工報告書 据付又は 
取付状況 

適 宜 

施  工 一般事項 

現場組立機 
器 

組立 第３編 
2.1.1 
第５編 
2.2.1 

 検 全数検査・製造者の組立仕様

に基づいているか確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 
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                                  （衛生器具，ｶﾞｽ湯沸器，ﾎﾟﾝﾌﾟ，給湯ﾎﾞｲﾗ，温水発生機，ﾀﾝｸ，電気温水器，消火機器，厨房機器） 
                                （ﾎﾞｲﾗ-，温風暖房機，ﾊﾞ-ﾅ-，鋼板製煙道，温水発生機，冷凍機，ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置，氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ， 
 ６ 機器据付工事             冷却塔，空気調和機，ﾌｧﾝｺｲﾙ，放熱器，送風機，ﾎﾟﾝﾌﾟ，ﾀﾝｸ，ﾍｯﾀﾞ-） 

管   理   内   容 提  出  資  料 
写   真 区 分 

項  目 細  目 要        点 共仕該 
当項目 

標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
据付（位置，水平，垂直，勾配），

離隔の有無・方法 
第３編 
2.1.2 

施工23 検 全数検査・製作図と照合し確認
測器により計測し確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

組立 第３編 
2.1.2 

 検 製造者の組立仕様に基づいて

いるか確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

基礎ﾎﾞﾙﾄ及び固定ﾎﾞﾙﾄの締め

付け状態 
第３編 
2.1.2 

施工23 検 全数検査・ﾄﾙｸﾚﾝﾁ等で計測し
確認 

 □施工報告書 取付状態 適 宜 

ﾎﾞｲﾗ-内部の洗浄・清掃 第３編 
2.1.2 

 検 全数検査・洗浄・清掃の確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

鋼製ﾎﾞｲﾗ-・

鋼製簡易ﾎﾞ

ｲﾗ-・鋳鉄製

ﾎﾞｲﾗ-・鋳鉄

製簡易ﾎﾞｲﾗ- 

付属品の取付け状態 
配管支持（油管） 
防油提（油だきの場合） 

第３編 
2.1.2 

 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 

ボイラ－ 

地震感知器 取付状態（建物主要構造部）及

び状態（固定，垂直） 
第３編 
2.1.2 

 検 全数検査・施工図と照合し確認

   固定は手触により検査 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

バ－ナ－  取付状態 第３編 
2.1.4 

 検 全数検査・取付けは完全か確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 

温風暖房機  取付位置・状態 第３編 
2.1.3 

 検 関係法規，条例と確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

支持間隔，支持方法（吊りﾎﾞﾙﾄ・

ﾌﾞﾗｹｯﾄ・受台），振れ止め，固定

支持金物（ﾛ-ﾗ） 

第３編 
2.1.5 

施工15 検 全数検査・施工図と照合し確認
   計測し確認 
   固定は手触により確認 

 □施工報告書 取付状況 適 宜 

ばい煙濃度計及びばいじん量

測定口，掃除口の位置 
第３編 
2.1.5 

 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 取付状況 適 宜 

支持 

伸縮部及び壁貫通部の施工状態 第３編 
2.1.5 

施工20 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

鋼板製煙道 

通風力 計算書（設計値）   計算書の確認  □施工報告書   
据付（位置，水平，垂直，勾配）第３編 

2.1.6 
第５編 
2.2.3 

施工23 検 全数検査・製作図と照合し確認
   測器を用いて確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

基礎ﾎﾞﾙﾄ及び固定ﾎﾞﾙﾄの締付

け状態 
第３編 
2.1.6 
第５編 
2.2.3 

施工23 検 全数検査・ﾄﾙｸﾚﾝﾁ等で計測し
確認 

 □施工報告書 取付状態 適 宜 

施  工 

温水発生機 真空式温水 
発生器 
無圧式温水 
発生機 

付属品の取付状態 第３編 
2.1.6 
第５編 
2.2.3 

 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 



 

-
 2
8 
-

                                  （衛生器具，ｶﾞｽ湯沸器，ﾎﾟﾝﾌﾟ，給湯ﾎﾞｲﾗ，温水発生機，ﾀﾝｸ，電気温水器，消火機器，厨房機器） 
                                （ﾎﾞｲﾗ-，温風暖房機，ﾊﾞ-ﾅ-，鋼板製煙道，温水発生機，冷凍機，ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置，氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ， 
 ６ 機器据付工事              冷却塔，空気調和機，ﾌｧﾝｺｲﾙ，放熱器，送風機，ﾎﾟﾝﾌﾟ，ﾀﾝｸ，ﾍｯﾀﾞ-） 

管   理   内   容 提  出  資  料 
写   真 区 分 

項  目 細  目 要        点 共仕該 
当項目 

標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
据付（位置，水平，垂直，勾配）第３編 

2.1.7 
施工24 
25 
検 全数検査・測器により計測し

確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

基礎ﾎﾞﾙﾄの締め付け状態 
取付ﾎﾞﾙﾄの締め付け状態 

第３編 
2.1.7 

施工24 
25 
検 全数検査・ﾄﾙｸﾚﾝﾁ等で計測し

確認 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

冷凍機 ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ・

空気熱源ﾋｰﾄ

ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ・

遠 心 冷 凍

機・ｽｸﾘｭｰ冷

凍機・吸収

冷凍機・直

だき吸収冷

凍機・小形

吸収冷温水

ﾕﾆｯﾄ 

付属品の仕様及び取付の有無 第３編 
2.1.7 

 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 

据付（位置，水平，垂直，勾配），

離隔の確保（煙突，窓，ｶﾞﾗﾘ等と

の距離） 

第３編 
2.1.10 

施工23 検 全数確認・測器により計測し
確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

基礎ﾎﾞﾙﾄの締め付け状態 第３編 
2.1.10 

施工23 検 全数検査・ﾄﾙｸﾚﾝﾁ等で計測し
確認 

 □施工報告書 取付状態 適 宜 

冷却塔  

付属品の仕様及び取付の有無 第３編 
2.1.10 

 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 

据付（位置，水平，垂直，勾配）第３編 
2.1.11 

施工23 
25 
検 全数検査・測器により計測し

確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

基礎ﾎﾞﾙﾄの締め付け状態 第３編 
2.1.11 

施工23 
25 
検 全数検査・ﾄﾙｸﾚﾝﾁ等で計測し

確認 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

施  工 

空気調和機 ﾕﾆｯﾄ形 
ｺﾝﾊﾟｸﾄ形 

付属品の仕様及び取付の有無 第３編 
2.1.11 

 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 



 

-
 2
9 
-

                                  （衛生器具，ｶﾞｽ湯沸器，ﾎﾟﾝﾌﾟ，給湯ﾎﾞｲﾗ，温水発生機，ﾀﾝｸ，電気温水器，消火機器，厨房機器） 
                                （ﾎﾞｲﾗ-，温風暖房機，ﾊﾞ-ﾅ-，鋼板製煙道，温水発生機，冷凍機，ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置，氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ， 
 ６ 機器据付工事              冷却塔，空気調和機，ﾌｧﾝｺｲﾙ，放熱器，送風機，ﾎﾟﾝﾌﾟ，ﾀﾝｸ，ﾍｯﾀﾞ-） 

管   理   内   容 提  出  資  料 
写   真 区 分 

項  目 細  目 要        点 共仕該 
当項目 

標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
空気調和機 ﾕﾆｯﾄ形 

ｺﾝﾊﾟｸﾄ形 
排水ﾄﾗｯﾌﾟの取付状態 第３編 

2.1.11 
 検 全数検査・施工図と照合し確認

    水封深さの確認 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 床置形・天 
井吊り形・ 
ﾛｰﾎﾞｰｲ形 

取付状態（固定） 第３編 
2.1.12 

 検 全数検査・固定については手

触により確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

放熱器 ﾌｧﾝｺﾝﾍﾞｸﾀｰ・ 

ｺﾝﾍ゙ ｸﾀー ・ﾍ゙ ｽー

ﾎ゙ ﾄー゙ ・ﾊ゚ ﾈﾙｺﾝ

ﾍ゙ ｸﾀー  

取付状態 第３編 
2.1.13 

 検 全数検査・固定については手

触により確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

据付（位置，水平，垂直，勾配）第３編 
2.1.14 

施工23 
26 
27 

検 全数検査・測器により計測し

確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

基礎ﾎﾞﾙﾄの締付け状態 第３編 
2.1.14 

 検 抽出検査・ﾄﾙｸﾚﾝﾁ等で計測し

確認 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

送風機 遠心送風機 
軸流送風機 
斜流送風機 
消音ﾎﾞｯｸｽ 
付送風機 
排煙器 

ﾍﾞﾙﾄの回転方向及び張りしろ 第３編 
2.1.14 

 検 抽出検査・張りしろについて

は手触により確認 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

据付状態（位置，水平，垂直，

勾配） 
第３編 
2.1.15 

施工23 
26 
検 全数検査・測器により計測し

確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

基礎ﾎﾞﾙﾄの締め付け状態 第３編 
2.1.15 
2.1.15 

 検 全数検査・ﾄﾙｸﾚﾝﾁ等で計測し

確認 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

防振基礎と取付の有無 
振動絶縁効率 

第３編 
2.1.15 

 検 全数検査・施工図と照合し確認，

計算書の確認 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

施  工 

ポンプ 空調用ﾎﾟﾝ 
ﾌﾟ・ﾎﾞｲﾗｰ 
給水用ﾎﾟﾝ 
ﾌﾟ・真空給 
水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯ 
ﾄ・ｵｲﾙﾎﾟﾝ 
ﾌﾟ・揚水用 
ﾎﾟﾝﾌﾟ・小 
形給水ﾎﾟﾝ 
ﾌﾟﾕﾆｯﾄ・給 
湯用循環ﾎﾟ 
ﾝﾌﾟ・水中ﾓ 
ｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ・ 
消火ﾎﾟﾝﾌﾟﾕ 
ﾆｯﾄ 

付属品の仕様及び取付の有無 第３編 
2.1.15 

 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 



 

-
 3
0 
-

                                  （衛生器具，ｶﾞｽ湯沸器，ﾎﾟﾝﾌﾟ，給湯ﾎﾞｲﾗ，温水発生機，ﾀﾝｸ，電気温水器，消火機器，厨房機器） 
                                （ﾎﾞｲﾗ-，温風暖房機，ﾊﾞ-ﾅ-，鋼板製煙道，温水発生機，冷凍機，ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置，氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ， 
 ６ 機器据付工事              冷却塔，空気調和機，ﾌｧﾝｺｲﾙ，放熱器，送風機，ﾎﾟﾝﾌﾟ，ﾀﾝｸ，ﾍｯﾀﾞ-） 

管   理   内   容 提  出  資  料 
写   真 区 分 

項  目 細  目 要        点 共仕該 
当項目 

標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
耐震強度（基礎ﾎﾞﾙﾄの本数，径）第５編 

2.2.4 
第３編 
2.1.16 

施工23 
28 

  ～ 
施工31 

検 全数検査・耐震計算書等と照

合し確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

基礎ﾎﾞﾙﾄの締め付け状態 第５編 
2.2.4 
第３編 
2.1.16 

施工23 
28 

  ～ 
施工31 

検 全数検査・ﾄﾙｸﾚﾝﾁ等で計測し

確認 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

付属品（電極棒，溶解栓等）仕

様及び取付状態 
第５編 
2.2.1 
第３編 
2.1.16 

 検 全数検査・電極棒，溶解栓等

の確認及び作動試験 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

FRP製ﾀﾝｸ・ 
鋼板製ﾀﾝｸ・ 

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾝｸ・

貯湯ﾀﾝｸ・膨

張ﾀﾝｸ・補給

水ﾀﾝｸ・消火

用充水ﾀﾝｸ・

還水ﾀﾝｸ・熱

交換器・ｵｲﾙ

ﾀﾝｸ・ｵｲﾙｻｰ

ﾋﾞｽﾀﾝｸ 

据付後，清掃及び水洗 第５編 
2.2.4 

 検 全数検査・清掃及び水洗の確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

タンク 

飲料用 上記によるほか，消毒を行う。 第５編 
2.2.4 

 検 全数検査・消毒の確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

ヘッダ－  上記タンクの施工による 第３編 
1.1.3 

施工9   □施工報告書 施工状況 適 宜 

取付状態（水平，垂直，固定，

補強） 
第５編 
2.1.1 
2.1.2 

施工58 
 ～ 
施工63 

検 抽出検査・固定については手

触により確認 
 □施工報告書 補強状態 適 宜 

管との接続状態（ﾊﾞﾘ等の除去） 第５編 
2.1.2 

検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

衛生器具  

水栓，洗浄弁などの水量の調整 第５編 
2.1.2 

 

検 抽出検査  □施工報告書   

取付状態（固定） 第５編 
2.2.3 

 検 全数検査・目視及び手触によ

り確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

運転状態（点火の良否，燃焼状態）第５編 
2.2.3 

 検 全数検査・作動試験により確認  □施工報告書   

施  工 

ガス湯沸器  

安全装置の作動状態 第５編 
2.2.3 

 検 全数検査・作動試験により確認  □施工報告書   



 

-
 3
1 
-

                                  （衛生器具，ｶﾞｽ湯沸器，ﾎﾟﾝﾌﾟ，給湯ﾎﾞｲﾗ，温水発生機，ﾀﾝｸ，電気温水器，消火機器，厨房機器） 
                                （ﾎﾞｲﾗ-，温風暖房機，ﾊﾞ-ﾅ-，鋼板製煙道，温水発生機，冷凍機，ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置，氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ， 
 ６ 機器据付工事               冷却塔，空気調和機，ﾌｧﾝｺｲﾙ，放熱器，送風機，ﾎﾟﾝﾌﾟ，ﾀﾝｸ，ﾍｯﾀﾞ-） 

管   理   内   容 提  出  資  料 
写   真 区 分 

項  目 細  目 要        点 共仕該 
当項目 

標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
取付状態（固定） 第５編 

2.2.3 
 検 全数検査・目視及び手触によ

り確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 貯湯式電気 

温水器 
 

付属品の仕様及び取付けの有無   検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 

扉の開閉方向 
据付（位置，高さ，水平） 

第５編 
2.2.5 

 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

扉の開閉具合の良否 第５編 
2.2.5 

 検 全数検査・目視及び手触によ

り確認 
 □施工報告書   

作動 第５編 
2.2.5 

 検 所轄消防署の検査をもって

検査に替えることができる。 
 □検査済証 

□施工報告書 
  

屋内消火栓

開閉弁 
(1号･2号) 

認定書（ﾉｽﾞﾙ，ﾎ-ｽ，減圧機構），

鑑定書等 
第５編 
2.2.5 

 目視確認  □施工報告書   

消火機器 

その他の消 
火機器 

同上 第５編 
2.2.5 

 検 全数検査・施工図と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

据付（配置，高さ，水平） 第５編 
2.2.6 

施工72 検 抽出検査・測器により計測し
確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

取付状態（固定） 第５編 
2.2.6 

施工72 検 全数検査・目視及び手触によ
り確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

施  工 

厨房機器 流し・作業

台・戸棚・

棚・ｶﾞｽ ﾚ ﾝ

ｼﾞ・電気ﾚﾝ

ｼﾞ・ｶﾞｽﾃ-ﾌﾞ

ﾙこんろ・電

気ﾃ-ﾌ ﾞ ﾙこ

んろ・ｶﾞｽﾌﾗ

ｲﾔ-・電気ﾌﾗ

ｲﾔ-・ｶﾞｽ立体

炊飯器・電

気立体炊飯

器 

合格証票の貼付の有無 第５編 
1.6.1 

 検 全数検査  □施工報告書   



 

-
 3
2 
-

 ７ 自動制御設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
実施工程表 実施工程表 

の補足とし 
ての工程表 

施工時期 
機器の製作期間・搬入時期 
試験調整時期 
検査・受電時期 
関連工事との整合性 

第１編 
1.1.7 
1.2.1 

 設計図書，施工条件等との照合  □週間工程表 
□月間工程表 
□工種別工程表 

  

現場組織 施工業者名 
作業の管理組織 

第１編 
1.3.1 

 作業者の資格(電気工事士)の有

無(必要な場合のみ) 
 □工種別の施工計画書 

□管理組織表 
□資格証明書(写) 

  

施工区分 はり貫通孔，壁型枠孔及びその

補強 

電気配管・配線 

第１編 
1.2.2 

 他工事の施工区分と照合し，整合

していることを確認 
 □工種別の施工計画書   

作業場所 作業場所（位置，面積，電源及

び保安） 
第１編 
1.2.2 

 安全管理の適正さ，作業性等を考

慮する。 
 □工種別の施工計画書   

機 材 仕様，材料名(種類，規格，製

造者リスト) 
第１編 
1.2.2 

 設計図書との照合を行う。  □工種別の施工計画書   

工 法 ﾎﾞｯｸｽの使用区分 
電線の色別・接続・絶縁処理 
支持・据付方法・耐震措置 

第１編 
1.2.2 

 設計図書，施工条件等との照合  □工種別の施工計画書   

仮設足場・ 
揚重装置等 

足場の種類,揚重計画等(総合

仮設で示されていない部分) 
第１編 
1.2.2 

 検討して提出(特記された場合は

承) 
 □工種別の施工計画書   

保 管 資材の保管場所(総合仮設で示

されていない部分) 
第１編 
1.4.6 

 資材の保管場所としての適正さ

を確認,他工事との調整を行う(特

記された場合は承) 

 □工種別の施工計画書   

工種別の施 
工計画書 

養 生 施工中の部分の養生方法 第１編 
1.3.7 

 適切な養生方法であることを確認  □工種別の施工計画書   

電線管・線ぴ・電線の種別・ｻ

ｲｽﾞ・ﾎﾞｯｸｽ類の種別・ｻｲｽﾞ・ｽﾘｰ

ﾌﾞの種別・ｻｲｽﾞ 

第１編 
1.2.3 

 承 設計図書，施工条件等との照合  □施工図   

準   備 

施工図 種類・規格・

寸法 

各機器の種別 
規格・寸法 

第１編 
1.2.3 

 承 設計図書，施工条件等との照合  □施工図   
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 ７ 自動制御設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
位置・納まり 機器搬入・点検ｽﾍﾟｰｽ 

離隔・保有距離 
配管種別，配管経路，相互の離

隔，ｽﾗﾌﾞ内の配管位置 
隠ぺい及び埋込の区分 

ﾎﾞｯｸｽ等の位置・離隔 
結露防止，防水・防湿処理 
防火区画貫通部の処理 

第１編 
1.2.3 

 承 設計図書，施工条件等との照合

  電気等関連法規との確認 
 □施工図   

基礎及び支 
持・固定取 
付方法 

基礎・ﾍﾞｰｽ等の形状・寸法 
機器・ﾎﾞｯｸｽ等の支持，取付位

置・方法 
配管等の支持方法・支持間隔 
支持材の材質・強度，取付間隔

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・支持ﾎﾞﾙﾄのｻｲｽﾞ・位

置・強度 
耐震措置 

第１編 
1.2.3 

 承 設計図書，施工条件等との照合  □施工図   

施工図 

他工事との 
取合い 

工事区分 
他工事の機材や建具等との位置 
関係・離隔 
仕上げとの調和 
開口部・貫通部の位置・補強 
機器の位置及び仕様 

第１編 
1.1.7 

 承 設計図書，施工条件等との照合

  他工事と整合されていること

を確認 

 □施工図   

(機器) 
構造・部品などの規格・材質 
性能・機能・動作方法・耐久性 
入出力部の納まり 
容量及び保護装置 
保守点検の容易さ 

第１編 
1.2.3 

 承 設計図書，施工条件等との照合  □製作図 
□性能証明書 

  形式・構造 
・寸法 

(ﾌﾞﾙﾎﾞｯｸｽ/金属ﾀﾞｸﾄ/ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ) 
接続部，支持方法 
接地端子(通信用は除く) 
電線支持物(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ・ﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ 
は除く) 
支持・点検方法 
積載荷重 

第１編 
1.2.3 

 承 トイレ形は通信・分岐用  □製作図   

準   備 

製作図 

色・仕上げ 良質な塗装 
他工事との調和 

第１編 
1.2.3 
1.4.1 

 承 設計図書，施工条件等との照合

  他工事と調和のとれているこ

とを確認 

 □製作図 
□色見本 
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 ７ 自動制御設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
準  備 製作図 その他 付属品及び予備品 

表示事項 
第１編 
1.2.3 

 承 設計図書等との照合  □製作図   

 計算書 容量，耐震 
荷重等 

盤や大型機材の耐震計算 
各種機材の容量計算 
屋上機材等の風圧荷重計算 

  承 基礎やｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの確認 
  接地抵抗(絶縁抵抗) 
  電圧降下 

 □計算書 
□製作図 

  

検出部 温度検出器 
湿度検出器 
圧力検出器 

形式，動作，機能又は適用，検

出範囲，出力方法，精度，構成素

子 

第４編 
2.1.1 

機材 
18～28 

検 抽出検査・製作図等との照合 
  動作隙間又は比例帯の範囲の

確認 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

調節部 温度調節器 
湿度調節器 
圧力調節器 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ調節器 

制御方式，形式，動作，機能又

は適用，設定(範囲・遠隔)，指示，

出力方法，構成素子 

第４編 
2.1.2 

機材 
18～28 

検 抽出検査・製作図等との照合 
  動作隙間又は比例帯の範囲の

確認 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

電動弁 用途，種類，材質，規格，動作，

機能・適用，電圧・空気圧，入力

信号，駆動ﾄﾙｸ 

検 抽出検査・製作図等との照合 
  動作隙間又は比例帯の範囲の

確認 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

電磁弁 用途，動作，種類，材質，規格

適用範囲，呼び径，開閉指示器 
検 抽出検査・製作図等との照合 
  動作隙間又は比例帯の範囲の

確認 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

操作部 

電動ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 用途，種類，材質，規格，寸法，

羽根の枚数，開閉機能，開閉支持器 

第４編 
2.1.3 

機材 
18～28 

検 抽出検査・製作図等との照合 
  動作隙間又は比例帯の範囲の

確認 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

機   材 

管理計器 指示計 
記録計 

種類，表示方法，指示・記録範囲，

入力，精度，構造 
第４編 
2.1.4 

機材 
18～28 

検 抽出検査・製作図等との照合 
  動作隙間又は比例帯の範囲の

確認 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 
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 ７ 自動制御設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
自動制御盤 自動制御盤 

類 
構造・寸法（ｶﾞﾀｰ寸法，充電部

との離隔寸法，ｾﾊﾟﾚｰﾀの取付，ﾄﾞ

ｱの開閉具合，接地端子の取付，

図面ﾎﾙﾀﾞｰ）,導電部（導体の配置，

色別，接近状態，並列接続），器

具類の種別・定格・数量，始動装

置の種別・定格と負荷機器，ﾄﾞｱ

裏面感電防止処置，表示事項，予

備品，外観 

第４編 
2.2.1 
 ～ 
2.2.7 

 検 全数検査・製作図等との照合 
  部品等の仕様・表示等を確認 
   必要に応じ計測し確認 

 □製作図 
□試験成績表 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

中央処理装 
置・補助記 
憶装置・外 
部記憶装置・

表示装置・ｸﾞ

ﾗﾌｨｯｸﾊﾟﾈﾙ・ 

ｷー ﾎ゙ ﾄー゙ ・置台 

形式，構造，規格，機能，容量，

処理時間・方式，寸法，CRTﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲ・ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾊﾟﾈﾙの表示 

項目・内容・方式 
内容・方式 
操作・制御方式 

第４編 
2.3.2 

 検 全数検査・製作図等との照合し

確認 
    必要に応じ計測し確認 
    機能の確認 

 □製作図 
□機材搬入報告書 

搬入写真 適 宜 中央監視盤 

伝送制御装 
置・電源装置 

伝送方式 
停電補償，蓄電池の形式・容量

整流装置の形式・定格・特性交流

無停電電源装置の形式・容量 

第４編 
2.3.2 

 検 全数検査・製作図等との照合し

確認 
    必要に応じ計測し確認 
    機能の確認 

 □製作図 
□機材搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

印字装置・ 
ﾊｰﾄﾞｺﾋﾟｰ装置 

印字方式・数・色数・速度・文

字種類，用紙幅 
第４編 
2.3.3 

 検 全数検査・製作図等との照合し

確認 
    必要に応じ計測し確認 
    機能の確認 

 □製作図 
□機材搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

集合表示装置 形式，構造，寸法，電源容量，

表示文字，窓数，LEDの輝度 
第４編 
2.3.3 

 検 全数検査・製作図等との照合し

確認 
    必要に応じ計測し確認 
    機能の確認 

 □製作図 
□機材搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

周辺装置 

ｲﾝﾀｰﾎﾝ装置 形式，通話方式，回線数 第４編 
2.3.3 

 検 全数検査・製作図等との照合し

確認 
    必要に応じ計測し確認 
    機能の確認 

 □製作図 
□機材搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

機  材 

端末装置 処理装置 
記憶装置 
伝送制御装 
置(子局) 

形式・構造・規格・機能・容量 
処理時間・方式・寸法・操作 
制御方式 

第４編 
2.3.4 

 検 全数検査・製作図等との照合し

確認 
    必要に応じ計測し確認 
    機能の確認同上 

 □製作図 
□機材搬入報告書 

搬入写真 適 宜 
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 ７ 自動制御設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
電線管類， 
線ぴ及び付 
属品 

施工種別・外観・ｻｲｽﾞ 
表示・ﾏｰｸ等 

第４編 
2.4.1 

 検 抽出検査・表示,ﾏｰｸ等により確認  □ｶﾀﾛｸﾞ・見本品等 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 機  材 電気計装用 
機材 

電線類及び 
付属品 

施工種別・外観・ｻｲｽﾞ 
表示・ﾏｰｸ等 

第４編 
2.4.1 

 検 抽出検査・表示,ﾏｰｸ等により確認  □ｶﾀﾛｸﾞ・見本品等 
□性能証明書 

搬入写真 適 宜 

 ｹｰﾌﾞﾙ接続材・端末処理材の性能     □材料搬入報告書   

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ， 
金属ﾀﾞｸﾄ， 
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ， 
金属管，金 
属線ぴ，ｹｰ 
ﾌﾞﾙ 類，合 
成樹脂製可 
とう管 

形式・構造・寸法 
接地端子・電線支持金物の取付

状態 
塗装・仕上げ状態 
屋外形（補修状態） 

第４編 
2.4.1 

 検 抽出検査・製作図等と照合し確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

種別・定格 
表示・ﾏｰｸ等 

第４編 
2.4.1 

 検 抽出検査・表示,ﾏｰｸ等により確認  □ｶﾀﾛｸﾞ・見本品等 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

 

配管器具類 
 
 
 
耐熱ｼｰﾙ材 
耐火仕切板 
耐火充填材 

規格・外観・表示 
性能評定工法 
認定表示（耐火仕切板） 

第４編 
2.4.1 

 検 抽出検査・性能評定書の確認 
    石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板は使用不可 

 □性能評定書 
□材料搬入報告書 

搬入写真 適 宜 

 

機材の試験 自動制御装置 
端末装置 
自動制御盤 
中央監視盤 

構造・動作・絶縁抵抗・耐電圧 第４編 
2.5.1 

 監督員に提出  □試験成績書 試験状況 適 宜 
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 ７ 自動制御設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
スリーブ 位置・寸法 

固定・補強・防水処理 
第２編 
2.2.21 

 検 抽出検査・施工図等と照合し確認

  防水処理部は全数検査 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 施  工 一般事項 

インサート 種別，位置 第２編 
2.2.25 

施工14 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

配管経路・ 
位置・納まり

布設経路，点検のしやすさ，管

相互・管と鉄筋・型枠との間隔，

電力・通信用配管経路との離隔 
ｶﾞｽ・水管・発熱部等との離隔

貫通部処理（防火区画，ﾒﾀﾙﾗｽ部等）

立上げ部の養生 
CD管の使用可能箇所 

第４編 
3.2.1 

施工5 
7 
19 

検 抽出検査・施工図等と照合し確認

  隠ぺい部は立会い 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

配管等の接続 管相互・ﾀﾞｸﾄ相互・ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

相互・異種管・ﾎﾞｯｸｽ・盤類との

接続，締付，終端部との処理 
ﾈｼﾞ切部の防錆塗装 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

位置ﾎﾞｯｸｽ 種別・ｻｲｽﾞ 
支持・固定・仕上げﾚﾍﾞﾙ管との

接続及びﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ塗代ｶﾊﾞｰ・継

枠の要否 
内面塗装（ｺﾝｸﾘｰﾄ埋込ﾎﾞｯｸｽ） 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査・施工図等と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ ﾎﾞﾝﾄﾞ線のｻｲｽﾞ 
取付状態 
一種金属線ぴ・ﾀﾞｸﾄ・ｹｰﾌﾞﾙﾗｯ

ｸ間及びﾎﾞｯｸｽ間のﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 
(ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝ 
ｸﾞの状 
態) 

適 宜 

 配 線 
(電線管 
 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ) 

吊り・支持 
・固定 

支持方法・支持間隔 
支持ﾎﾞﾙﾄｻｲｽﾞ 
振れ止めの取付 

第４編 
3.2.1 

施工19 検 抽出検査・施工図等と照合し確認・
必要に応じ計測し確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 
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 ７ 自動制御設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
配 線 
(電線管 
 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ) 

その他 防火区画貫通部の処理 
建物外引出し部の防水処理 
ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ部の処理 
耐震装置 
露出部分の塗装（下地処理） 

第２編 
3.2.1 
第４編 
3.2.1 

施工5 
施工7 

検 抽出検査 
  防火区画貫通部の処理，建物引

出し部の防水処理は立会い 
  全数検査 

 □施工報告書 処理状況 適 宜 施  工 

配 線 
(電線等) 

接 続 接続方法及び状態 
機器端子との接続，増し締め 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査 
  専用工具(圧着端子等)の確認 

 □施工報告書 施工状況 
(絶縁処 

適 宜 

 ｹｰﾌﾞﾙの分岐接続 
接続箇所の点検方法 
ﾎﾞｯｸｽ内収容心線数 

    絶縁処理前の立会い確認   理前)  

絶縁処理 絶縁処理方法及び状態 
ｹｰﾌﾞﾙの端末処理及び成端処理 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査・絶縁処理過程での立

会い確認 
 □施工報告書 施工状況 

(絶縁処 
理状況) 

適 宜 

電線管内の 
配線 

種別・太さ・相・色別 
管路内の清掃，潤滑剤等 
ﾎﾞｯｸｽ内での電線支持，余長，

呼び線及び行先等の表示 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査・施工図等と照合し確認，

幹線用ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽは全数検査 
 □施工報告書 施工状況 

(ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸ 
ｽ内配線 
状況) 

適 宜 

金属ﾀﾞｸﾄ内 
の配線 

ﾀﾞｸﾄ内の電線支持・整線 
電線の行先等表示 
ｾﾊﾟﾚｰﾀ及び接地（電力・通信共用）

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査・施工図等と照合し確認

（幹線用は全数検査） 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

ｹｰﾌﾞﾙの配 
線 

種別・太さ，ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ分岐等 
支持間隔・状態，屈曲半径 
電力ｹｰﾌﾞﾙと通信ｹｰﾌﾞﾙ及びｶﾞｽ・

水道管等の離隔 
ﾎﾞｯｸｽ付近での支持（ころがし

配線） 
床・壁などの貫通部の処理 
ｼｰﾙﾄﾞ線の接地，屈曲半径 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

  

ﾗｯｸ上への 
配線 

支持間隔及び整線 
ｾﾊﾟﾚｰﾀ及び接地（電力・通信共用）

床・壁などの貫通部の処理 
ｹｰﾌﾞﾙ行先等の表示 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査・施工図等と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 
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 ７ 自動制御設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
平形保護層 
配線及び通 
信用 
ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ 

種別・太さ，固定方法・間隔 
壁面等での使用（鋼板製ﾀﾞｸﾄ） 
折返し部及び上部接地用保護層 
機器や電線との接続（専用ｺﾈｸ

ﾀ端子台） 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査・施工図等と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 施  工 配 線 
(電線等) 

光ファイバ 
ケーブル 

曲げ半径・張力 
接続方法（融着,ｺﾈｸﾀ,接続箱） 

第４編 
3.2.1 

 検 抽出検査  □施工報告書 施工状況 適 宜 

 その他 防火区画貫通部の処理 第４編 
3.2.1 

 検 全数検査  □施工報告書 処理状況 適 宜 

取付状態 種別・数量 
電線の接続状態 
位置及び状態 
保守・点検スペース 

第４編 
3.1.1 

 検 抽出検査・施工図等と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 機器類の取 
付け 

接 地 種別 
配線状態 

  検 全数検査・施工図等と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

位置・納ま 
り 

設置位置・機器間及び壁との離隔

操作・監視スペース 
保守・点検スペース 

第４編 
3.1.2 

 検 全数検査・施工図等と照合し確認  □施工報告書 
 
 
□施工報告書 

施工状況 適 宜 

支持・固定 支持・固定方法，状態 
卓上機器置台の移動・転倒防止

処理 
卓上機器の落下防止処理 
耐震措置 

第４編 
3.1.2 

 検 全数検査・施工図等と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

配線・接続 盤内，外部配線の接続，電線 
特殊ケーブル使用時の工法 

第４編 
3.2.1 

 検 全数検査・施工図等と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 

 

盤類の取付 
け 

その他 接地 第４編 
3.1.1 

 検 全数検査・施工図等と照合し確認  □施工報告書 施工状況 適 宜 
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 ７ 自動制御設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
自動制御設 
備の調整 

調整工程の確認 
取付場所，取付方法の確認 
各機器の結線の確認 
各機器単位での調整 
各制御ループごとの動作確認 

第４編 
3.3.1 

 検 全数検査・製作図・施工図等と

照合し確認 
 □施工報告書 試験状況 適 宜 施  工 試験調整 

中央監視制 
御装置の調 
整 

幹線接続の確認及びリモート

側入出力 
構成の確認 
各監視ポイントの接続確認 

第４編 
3.3.1 

 検 全数検査・製作図・施工図等と

照合し確認 
 □施工報告書 試験状況 適 宜 

  中央監視盤，リモート盤及び周

辺機器の電源投入 
中央監視盤の画面構成及び周

辺機器の表示確認 

        

総合調整  データファイルの投入及び確認 
動力機器と連動動作確認 
中央監視制御装置の各制御プ

ログラムの作動確認 

第４編 
3.3.2 

 検 全数検査・製作図・施工図等と

照合し確認 
 □施工報告書 

□制御計測結果表 
状況写真 適 宜 
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 ８ ガス設備工事（都市ガス・液化石油ガス共通） 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
実施工程表 実施工程表 

の補足とし 
ての工程表 

法令及び関連工事との整合性 
施工時期・期間 
スリーブ，箱入れ，インサート

の施工時期，ダクト，吹出口等の

取り付け時期 

第１編 
1.1.7 
1.2.1 

 消防法上の届出 
関連工事の工程表をもとに検討，

調整を行う。 

 □週間工程表 
□月間工程表 
□工種別工程表 

  

現場組織 施工業者名 
作業の管理組織 

第１編 
1.2.1 
1.2.2 

   □工種別の施工計画書 
□管理組織表 

  

準  備 

工種別の施 
工計画書 

資 格 第６編 
1.1.1 

 必要な有資格者の氏名・資格等を

証書等の写しで確認 
 □資格証明書(写)   

 

ガス消費機器設置工事監督者，

液化石油ガス設備士，ガス可とう

接続工事監督者等         
材 料 使用材料(種類，規格，製造業

者名，メーカー記号，カタログ）

第１編 
1.4.1 

 設計図書との照合を行い，合致す

ることを確認 
 □工種別の施工計画書   

配管ルート 第１編 
1.2.3 

 承 設計図をもとに配管ルート・管

径等を協議・確認 
  関連工事の施工図をもとに取

り合い部分の調整を行う。 
  電気工作物からの離隔距離の

確認 
  別途機器に対する接続位置・方

法・栓コック類の種別等を協議・

確認 

 □施工図   

貫通処理部 第２編 
2.8.1 

 承 防煙・防火区画部を確認し位置

及び処理方法を決定 
  水密を要する貫通部の位置及

び処理方法を決定 
  躯体との絶縁位置及び方法を

確認 

 □施工図   

 

施工図 施工要領 

使用ガス量(種類，ガス量，標 
準圧力，最低圧力) 

  承 設計図及び関連工事の製作図

よりガス消費量等を確認 
 □施工図   
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 ８ ガス設備工事（都市ガス） 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
管及び継手  規格 第６編 

2.1.1 
 検 抽出検査・規格等の確認，ガス

事業者の規定にあう旨の確認 
 □製作図 

□見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ガス栓及び 
バルブ 

ガス栓 
バルブ 

種別・規格 第６編 
2.1.2 

 検 抽出検査・規格等の確認，ガス

事業者の規定にあう旨の確認 
 □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

ガス漏れ警 
報器，設備 

 「ガス事業法施工規則」適合す

るもの 
種別・規格 

第６編 
2.1.3 
2.1.4 

 検 全数検査・適用ガス，合格証票

の確認 
 □製作図 

□検査合格証 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

材  料 

ガスメータ  第６編   □製作図 搬入状況 適 宜 
ー  

検定合格証印又はガス事業者

検査合格票 2.1.7  
検 全数検査・適用ガス，号数合格

証印等の確認 
  検定等の有効期限を確認 

 □合格印又は合格票 
□材料搬入報告書 

   

配管用雑材 
料 

 ガス事業者承認品 第６編 
2.1.8 

 検 ガス事業者の規定に合う旨の

確認抽出検査 
 □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 
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 ８ ガス設備工事（液化石油ガス） 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
管及び継手  規格 第６編 

3.1.1 
 検 抽出検査・規格等の確認 

  呼び圧力最高側16Ｋ以上を確認 
 □製作図 

□見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ガス栓及び 
バルブ 

末端ガス栓 
ねじガス栓 
バルブ 

種別・規格 第６編 
3.1.2 

 検 抽出検査・規格等の確認 
  検定合格証票の確認 
  低圧側10Ｋ弁，高圧側20Ｋ弁を

確認 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

材  料 

調整器  規格，形式 第６編 
3.1.3.2 

  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

     

検 全数検査・規格等の確認 
  検査合格証票又は施工規則の

例示基準による規格の適合検査

合格証票を確認 
    

ガスメータ 
ー 

 検定認証マーク 第６編 
3.1.3.3 

 検 全数検査・適用ガス，号数認証

マークの確認検定等の有効期限

を確認 

 □製作図 
□検査合格証 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ガス漏れ警 
報器 

 特定合格証票 第６編 
3.1.3.5 

 検 全数検査・適用ガス，合格証票

の確認 
 □製作図 

□検査合格証 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

 

配管用雑材 
料 

  第６編 
3.1.4 

 検 抽出検査  □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 
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 ８ ガス設備工事（都市ガス・液化石油ガス共通） 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
ガス栓 取付け位置 第６編 

2.2.1.1 
3.2.1 

 検 抽出検査・ドア開閉等の障害，

電気配線及び配線器具との離隔

距離，火炎や熱気からの離れを確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 施  工 器具の取付 
け 

ガス漏れ警 
報器 

設置位置 第６編 
2.2.1.2 
3.2.1 

  □施工報告書 施工状況 適 宜 

    

検 全数検査・消費機器からの水平

距離が，空気より軽いガス８ｍ以

内，重いガス４ｍ以内の確認 
    消費機器，警報器間の天井面等

に高さ0.6ｍ以上の区画物がない

ことを確認 
  空気より軽いガス用は天井面

に近く，重いガス用は床面近く

(各面より0.3ｍ以内)に設置を確認 

    

ガスメーター 設置位置 第６編 
2.2.1.3 

 検 全数検査・検針のしやすさ，水

平度，電気工作物からの離隔距離

を確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

 

管の接合 管の接合 第６編 
2.2.2 
3.2.2 

 検 抽出検査・ガス事業者の規定に

合う旨の確認 
 □施工報告書 施工状況 適 宜 

一般事項 一般事項 第６編 
2.2.3 
3.2.3 

 検 全数検査・他の配管類及び機器

との関連事項を検討 
    勾配の確認 
    電線及び電気工作物からの離

隔距離を確認 
  防火区画等を貫通する場合の

穴埋めを確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

吊り及び支持 支持，固定 第６編 
2.2.3.2 
3.2.3 

 検 抽出検査・吊り間隔を確認 
  支持及び固定箇所を確認 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

 

配 管 

埋設深さ 埋設深さ 第６編 
2.2.3.3 

 検 抽出検査・管の上端より一般敷

地では300mm以上，車両通路では

600mm以上 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 
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 ８ ガス設備工事（都市ガス・液化石油ガス共通） 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
防食処理 防食処理  第６編 

2.2.5 
3.2.5 

 検 抽出検査・土中埋設管及び土切

部，コンクリート埋設及び貫通部

絶縁継手の取付場所の検討 

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

気密試験 試験圧力値，保持時間 第６編 
2.2.6 
3.2.6 

 検 全数検査・設計図書及びガス事

業者の規定に基づく試験の記録

を確認 

 □施工報告書 
□チャート 
□試験報告書 

試験状況 適 宜 

施  工 

試 験 

点火試験  第６編 
2.2.6 

 検 全数試験  □施工報告書 試験状況 適 宜 

    3.2.6       
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 ９ さく井設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
準  備 事前調査 調 査 

（特記があ 
る場合） 

既設井分付状況 
地表探査の解析 

第７編 
1.2.1 

 調査報告書・地表電気探査報告書

による井戸位置の確認 
 □調査報告書 

□地質調査票 
  

掘 削  深さ，孔径，傾斜測定又は垂直

度，コンダクター 
孔壁とｹｰｼﾝｸﾞの隙間75以上 

第７編 
2.1.1 

 検 設計図書との照合を行い，合致

承することを確認 
 □工種別の施工計画書 

□製作図 
施工状況 適 宜 材料及び 

施工 

ケーシング  規格，材質，長さ，継目，管径，

天端高さH=600程度 
第７編 
2.1.2 

 検 施工計画書により確認  □工種別の施工計画書 
□製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 
施工状況 

適 宜 
適 宜 

スクリーン  長さ，設置位置，構造，巻線部

表面積11％以上 
第７編 
2.1.3 

 検 施工図により確認  □工種別の施工計画書 
□材料搬入報告書 

搬入状況 
施工状況 

適 宜 
適 宜 

砂利充てん  天馬深度，採水層粒子径 第７編 
2.1.4 

 検 施工図により確認  □工種別の施工計画書 
□材料搬入報告書 

搬入状況 
施工状況 

適 宜 
適 宜 

遮 水   第７編 
2.1.5 

 施工図により確認  □工種別の施工計画書 施工状況 適 宜 

 

仕上げ スワッビング 泥水濃度 第７編 
2.1.6 

   □工種別の施工計画書 施工状況 適 宜 

電気検層  電気検層図 第７編 
2.2.1 

 承 施工計画書により確認 
  測定深度間隔２種類必要 

 □電気検層図 
□標本，地質柱伏図 

実施状況 適 宜 

揚水量 揚水試験 湧出量，揚水時間 第７編 
2.2.2 

 検 比湧水量の算出  □予備揚水試験表 
□段階揚水試験表 
□連続揚水試験表 
□水位回復試験表 

試験状況 適 宜 

水 質 水質試験 検査項目 第７編 
2.2.3 

 水道法の「水質基準に関する省

令」による 
 □水質試験表 試験状況 適 宜 

試験及び 
報告書 

報告書 地質標本 
地質柱伏図 

地質の変化 
電気検層図の併記 

第７編 
2.2.4 

   □報告書   
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 １０ 昇降機設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資          料 

内 容 枚 数 
施工計画書 工種別の施 

工計画書 
機器・材料・工法・品質管理な

ど具体的に定めた施工計画書 
第１編 
1.2.2 

 設計図書と比較・検討  □工種別の施工計画書   

仕様, 材質, 寸法, 電源, 運

転条件,  工事区分，設計計算書 
第１編 
1.2.3 

 設計図書と比較・検討  □製作図 
□構造計算書 
□耐震計算書 

  

準    備 
（共通） 

施工図等 製作図 

関連工事との取り合い 第１編 
1.1.7 
第１編 
1.2.3 

 電源（電圧, 出力）, 配線接続位

置・方法の確認 
接地, 遠方表示等の確認 
吊り上げフックの確認 
法令上必要な換気設備等の確認 

 □製作図 
□計画通知所要図書 

  

      躯体形状・強度等の確認 
ピットの寸法・防水を確認 
インバータ制御の場合電源トラ

ンス容量及び高調波障害対策の確認 
感知器，点検用コンセントの確認

監視盤設置場所の確認 
火災報知,自家発電及び館内放送

等の接続方法を確認 
給排水管等の有無を確認 
計画通知所要図書の作成及び確認 
機械室床の防じん塗装（耐油）,

防油堤， 防音措置の確認 

    

電動機 特性, 温度上昇, 絶縁抵抗, 

耐電圧 
第９編 
2.2.1 
6.2.1 
7.2.1 

 検 全数検査・工場での試験結果を

成績書にて確認 
 □製作図 

□試験成績表 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

巻上機 形状, 寸法 第９編 
2.2.1 
7.2.1 

 検 全数検査  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

油圧パワー 
ユニット 

形状，寸法，作動状態 第９編 
3.2.1 

 検 全数検査・工場での試験結果を

成績書にて確認 
 □製作図 

□試験成績表 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

電源盤及び 
制御盤 

形状, 寸法, 作動状態（運転シ

ミュレーション） 
絶縁抵抗，耐電圧 

第９編 
2.2.1 
3.2.1 
6.2.1 
7.2.1 

 検 同上  □製作図 
□試験成績表 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

機  材 
（エレベ 
ーター・ 
小荷物専 
用昇降 
機） 

駆動制御機 
器 

予備電源盤 形状，寸法 第９編 
2.2.7 

 検 全数検査  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 
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 １０ 昇降機設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
地震感知器 形状，寸法 第９編 

2.2.6 
 検 全数検査  □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 駆動制御機器 

調速機 形状，寸法   検 全数検査  □製作図 
□試験成績表 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

ピット内機器 緩衝器 形状，寸法 第９編 
2.2.5 

 検 全数検査  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

かご・乗場 かご・三方 
枠（戸共） 

材質, 板厚, 寸法 第９編 
2.2.2 
2.2.3 
7.2.2 

 検 全数検査・材質, 板厚, 寸法，

表示器等の位置を製作図と照合

し確認 

 □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

機  材 
（エレベ 
ーター・ 
小荷物専 
用昇降機）

レール 形状, 寸法規格(0.1㎜以内) 第９編  検 抽出検査・表面精度を確認  □製作図 搬入状況 適 宜 
  2.2.4    □材料搬入報告書   

昇降路内機器 

主索 切断, 素線 第９編 
2.2.4 

 検 全数検査・工場での試験結果を

成績書にて確認 
 □試験成績書 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

安全装置  形式, 必要ストローク 第９編 
2.2.5 
3.2.5 
6.2.3 
7.2.4 

 検 全数検査・形式等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

耐震措置  性能 第９編 
2.2.6 
3.2.6 
6.2.4 

 検 全数検査・性能等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

内装材・塗 
装色 

仕上材 
塗料 

規格・塗装標準 第９編 
2.2.8 

 検 抽出検査・規格等の確認 
  塗装色の確認（協会色以外の場

合）塗装工程,表面平面度の確認 

共仕表9.2.8 □製作図 
□塗り見本 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

 

電気配線 電線  第９編 
2.2.9 

 検  抽出検査・規格等の確認  □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 

駆動制御機 
器 

巻上機・電 
動機・盤類 

固定 第９編 
2.2.1 

施工１ 検 全数検査・巻上機, 電動機類,
盤類の固定を確認 
  ブレーキシューの取付状態を

確認 
  防火区画貫通部の処理を確認 

 □施工報告書 防火区画 
貫通部 

適 宜 

かご室 固定 第９編 
2.2.2 

 検 全数検査・上部機器類及び上部

主要配線類結束固定状態の確認 
 □施工報告書 固定状態 適 宜 

施    工 
（エレベ 
ーター・ 
小荷物専 
用昇降機）

かご・乗場 

乗場 取り付け 第９編 
2.2.3 

 検 全数検査・三方枠（大枠・小枠）

と幕板との取り付け状態の確認 
 □施工報告書 取り付け 

状態 
適 宜 
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 １０ 昇降機設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資           料 

内 容 枚 数 
昇降路内機 
器 

レール 
レールブラ 
ケット 

取り付け 第９編 
2.2.4 

 検 抽出検査・レールの取付け状態,

レールブラケットの固定状態,ア

ンカーボルトを確認 

 □施工報告書 取り付け 
状態 

適 宜 

安全装置 安全装置  第９編 
2.2.5 

 検 全数検査・各安全装置の取付け

位置を確認 
 □施工報告書 取り付け 

状態 
適 宜 

耐震措置 耐震施工  第９編 
2.2.6 

 検 全数検査・耐震設計・施工指針

による確認 
 □施工報告書 耐震施工 適 宜 

施    工 
（エレベ 
ーター・ 
小荷物専 
用昇降機）

塗装・電気 
配線 

電線管・配 
線 

 第９編 
2.2.8 
2.2.9 

 検 全数検査・各配線状態及び端子

ビスの増締確認表示を確認 
  電線管塗装，アース線接続の確認

 □施工報告書 配管・配 
線状態 

適 宜 

試    験 ＪＩＳの検 負荷試験 第９編   □試験成績表 試験状況 適 宜 
 

電圧・電流・速度（試験負荷0･

25･50･75･100･110%) 2.2.11  
検 全数検査・各試験負荷ごとの電

圧, 電流, 速度を成績表にて確認     

調速機試験    検 全数検査・非常停止等を成績表

にて確認 
 □試験成績表 試験状況 適 宜 

絶縁試験 絶縁抵抗値（電源・二次側動力・

制御・信号・照明の各回路） 
  検 全数検査・各回路における導電

部と大地間の絶縁抵抗値測定結

果を成績表にて確認 

共仕表9.2.10 □試験成績表 試験状況 適 宜 

安全装置 リミットスイッチ，ファイナル

リミットスイッチ，過速安全ス 
イッチ，非常止め装置，緩衝装 
置，天井救出口開閉センサー， 
（以下機械室レスエレベーター 
の場合）頂部安全距離確保スイ 
ッチ，ピット内安全スイッチ， 
手動ブレーキ開放装置，がご上 
安全手すり，制御盤扉スイッ 
チ，ピット冠水時管制運転装置 

第９編 
2.2.5 
6.2.3 

 検 全数検査・作動状態の確認  □試験成績表   

（エレベ 
ーター・ 
小荷物専 
用昇降機）

査標準に準 
ずる試験等 

各寸法    検 全数検査・かご及び三方枠の内

法寸法を確認 
  頂部すき間及びピット深さを

確認 
  かごと緩衝器間, かごと敷居

間,張り車とピット床面間,つり

合いおもりと緩衝器間のすき間

を確認 

 □試験成績表   
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 １０ 昇降機設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資           料 

内 容 枚 数 
試    験 
（エレベ 
ーター・ 
小荷物専

用昇降機）

試運転  作動調整 第９編 
2.2.1 
2.2.2 
2.2.5 
2.2.7 
2.3.2 
6.2.3 

 検 全数検査・運転状態に異常のな

いこと（着床精度，戸の開閉状態，

セフティシューの作動）を確認 
  始動電流値をグラフで確認 
  管制運転状態（戸開ボタン点灯

の有無とも）の確認 
  乗り過ぎ警報，かご内照度の確認

  各種安全装置作動状態の確認 
  警報装置作動状態の確認 
  インターホン,スピーカー,換

気扇,照明器具,停電灯,安全装置

用スイッチ類の動作を確認 
    かご出入口検出装置，自動放送

装置の確認（身体障害者用付加仕

様適用の場合） 

共仕表9.2.1 □成績表   

構造体 トラス・踏 
段レール 

材質, 寸法 第９編 
8.2.1 

 検 全数検査・材質, 板厚, 寸法等

を製作図と照合し確認 
 □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

電動機 特性, 温度上昇, 絶縁抵抗, 

耐電圧 
第９編 
8.2.2 

 検 全数検査・工場での試験結果を

成績書にて確認 
 □試験成績表 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

チェーン 切断 第９編 
8.2.2 

 検 同上  □試験成績表 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

駆動装置 

送り装置 形状, 寸法 第９編 
8.2.2 

 検 抽出検査  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

踏段・欄干 
乗降口 

踏段・欄干 
乗降口 

材質, 板厚, 寸法 第９編 
8.2.3 
8.2.4 
8.2.5 

 検 全数検査・材質, 板厚, 寸法等

を製作図と照合し確認 
 □製作図 

□材料搬入報告書 
搬入状況 適 宜 

安全装置 安全装置  第９編 
8.2.8 

 検 全数検査・性能等の確認  □製作図   

耐震措置 耐震措置 設計用水平震度 第９編 
8.2.9 

 設計用標準水平震度の確認  □設計計算書 
□耐震計算書 

  

塗装 塗料 規格・塗装標準 第９編 
8.2.10 

 検 抽出検査・規格等の確認  □製作図 
□材料搬入報告書 

搬入状況 適 宜 

機    材 
（エスカ

レーター）

電気配線 電線 規格 第９編 
8.2.11 

 検 抽出検査・規格等の確認  □材料搬入報告書 搬入状況 適 宜 
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 １０ 昇降機設備工事 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
踏段レール  第９編 

8.2.1 
 検 固定及び仕上げ精度の確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 構造体・駆 

動装置 
チェーン  第９編 

8.2.2 
 検 たわみの確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 

踏段・欄干 
・乗降口 

踏段・欄干 
・乗降口 

固定 第９編 
8.2.3 
8.2.4 
8.2.5 

 検 全数検査・固定を確認  □施工報告書 取付状態 適 宜 

安全装置 安全装置  第９編 
8.2.8 

 検 全数検査・各安全装置の取付け

位置を確認 
 □施工報告書 取付状態 適 宜 

施    工 
（エスカ

レーター）

耐震施工 耐震施工  第９編 
8.2.9 

 検 全数検査，耐震設計・施工指針

による確認 
 □施工報告書 耐震施工 適 宜 

           
電気配線 電線管・配 

線 
 第９編 

8.2.10 
 検 全数検査・各配線状態及び端子

ビスの増締確認表示を確認 
  電線管塗装，アース線接続の確認

 □施工報告書 施工状況 適 宜 

絶縁試験 絶縁抵抗値（電源・電動機・制

御・信号・照明の各回路） 
第９編 
8.2.13 

 検 全数検査・各回路における導電

部と大地間の絶縁抵抗値測定結

果を成績表にて確認 

共仕表9.8.2 □試験成績表 試験状況 適 宜 

負荷試験 電圧・電流・速度（無負荷）   検 全数検査・無負荷にて測定結果

を確認 
 □試験成績表 試験状況 適 宜 

安全装置 駆動及び踏段チェーンスイッチ・

非常停止ボタン・ブレーキ制動距離・

防火シャッターインターロック

スイッチ・インレットスイッチ 

  検 全数検査・作動状態を確認  □試験成績表   

ＪＩＳ検査 
標準に準ず 
る試験等 

各寸法    検 全数検査・天井との最小間隔,

エスカレーター廻りの吹抜け部

の最大間隔を確認 

 □試験成績表   

試    験 
（エスカ

レーター）

試運転  作動調整 第９編 
8.2.6 
8.2.8 

 検 全数検査・運転状態に異常のな

いことを確認 
  エスカレーター安全対策標準（案）

の確認 
  運転操作スイッチ,安全装置の

確認 

 □成績表   
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 １１ 試運転調整 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
ボ イ ラ ー  運転状態（回転方向，発生音，

振動，電流値，温度，圧力，水位，

煤煙濃度，点火の良否，燃焼状態，

インターロックの作動煤煙濃度

計による警報，緊急停止容量制

御，自動停止，その他） 

  全数検査・作動試験により確認  □性能試験成績表   個  別 

冷 凍 機  運転状態（回転方向，発生音，

振動，電流値，温度，圧力，イン

ターロックの作動，保護リレーの

動作，容量制御，自動停止，その他）

  全数検査・作動試験により確認  □性能試験成績表   

冷 却 塔  運転状態（回転方向，発生音，

振動，電流値，温度，インターロ

ックの作動，その他） 

  全数検査・作動試験により確認  □性能試験成績表   

空気調和機  運転状態（回転方向，発生音,

振動，電流値，温度，圧力，イン

ターロックの作動，その他） 

  全数検査・作動試験により確認  □性能試験成績表   

ファンコイ 
ルユニット 

 運転状態（発生音，振動，送風量）  抽出検査，作動試験により確認  □性能試験成績表   

送 風 機  運転状態（回転方向，発生音，

振動，電流値，風量，インターロ

ックの作動，その他） 

  抽出検査，作動試験により確認  □性能試験成績表   

ポ ン プ  運転状態（回転方向，発生音，

振動，電流値，流量，吐出圧力そ

の他） 

  全数検査・作動試験により確認

流量計がない場合の流量は電流

値で確認 

 □性能試験成績表 
□能力計算書 

  

ダクト内清掃   全数確認・断続運転によりダクト

内清掃確認 
 □施工報告書   ダ ク ト 試運転前準備 

通風状態（空気漏れ，発生音，

振動，その他） 
  全数確認     

 

ダクト付属 
品 

吹出口,吸 
込口,ダン 
パー等 

通風状態（風量，発生音，振動,

作動，その他） 
  全数確認 

ダンパー類の調整及び開閉状態

の確認，防火・防煙ダンパー等の作

動確認 
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 １１ 試運転調整 
管   理   内   容 提  出  資  料 

写   真 区 分 
項  目 細  目 要        点 共仕該 

当項目 
標準図 
該当項 

管  理  方  法 管理目標値 
資     料 

内 容 枚 数 
個  別 配 管  通水状態（漏水，発生音，振動

その他） 
    全数確認 

  バルブ開閉状態確認 
  空気抜き確認 
  ストレーナ内の異物確認 

 □施工報告書   

ダクト系統  運転状態（各系統風量，排煙口

ＰＤ・ＳＦＤ） 
  立 全数確認 

  各系統風量調整及び確認 
  排煙口の開閉・連動確認 
  ＰＤ・ＳＦＤの動作連動確認 

 □工種別の施工計画書 
□施工報告書 

  

配管系統  運転状態（各系統流量）   立 全数確認 
  各系統流量確認 

 □工種別の施工計画書 
□施工報告書 

  

総  合 

環境計測  運転状態（室内温度・湿度，浮

遊粉塵濃度，風速分布，騒音） 
  立 全数確認 

  室内温湿度確認 
 □工種別の施工計画書 

□施工報告書 
  

       室内浮遊粉塵濃度確認 
  風速分布確認 
  騒音確認 

    

熱源類  運転状態（能力，振動，連動）   立 全数確認 
  冷却能力又は加熱能力確認 
  振動確認 
  連動確認 

 □工種別の施工計画書 
□施工報告書 

  

ポンプ類  運転状態（能力，振動，連動）   立 全数確認 
  能力確認 
  振動確認 
  連動確認 

 □工種別の施工計画書 
□施工報告書 

  

送風機類  運転状態（能力，振動，連動）   立 全数確認 
  能力確認 
  振動確認 
  連動確認 

 □工種別の施工計画書 
□施工報告書 

  

空気調和機 
類 

 運転状態（出入口状態，風量，

振動，連動） 
  立 全数確認 

  出入口状態（水側・空気側） 
  確認 
  風量確認 
  振動確認 
 連動確認 

 □工種別の施工計画書 
□施工報告書 

  

冷却塔  運転状態（冷却能力，振動，連動）  立 全数確認 
  冷却能力確認 
  振動確認 
  連動確認 

 □工種別の施工計画書 
□施工報告書 

  

 

自動制御  運転状態（調整，設定値，連動）  立 全数確認 
  調整確認 
  設定値確認 連動確認 

 □工種別の施工計画書 
□施工報告書 

  

 


	建築機械設備施工管理基準
	第１章 総 則
	１ 目 的
	２ 適用範囲
	３ 管理の実施及び方法
	（１）施工管理
	（２）施工計画書等
	（３）機材搬入の報告
	（４）施工の確認及び報告
	（５）監督員の立会い及び工事記録の整備
	（６）工事写真

	４ 本書の使用に当たって
	（１）凡 例
	（２）単 位
	（３）管理目標値


	第２章 管理表
	１ 一般共通事項
	２ 配管工事
	３ ダクト工事
	４ 保温工事
	５ 塗装工事
	６ 機器据付工事
	７ 自動制御設備工事
	８ ガス設備工事
	９ さく井設備工事
	１０ 昇降機設備工事
	１１ 試運転調整





